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2024年（令和６年）４月15日、逗子市は市制70周年を迎え
ることができました。逗子市は1954年（昭和29年）４月15日
に市制へ移行となり、神奈川県内で９番目の市となりました。
現在19市ある中で一番小さな市ではありますが、住宅のまち
として発展を遂げてまいりました。ここまで逗子市が発展し
続けてくることができましたのも、市民の皆様をはじめ、逗子市に関係する多く
の方々のご理解とご協力があったからこそであります。深く感謝申し上げます。

逗子市の歴史を振り返るうえで、分離独立運動を切り離すことはできません。
逗子は戦時中の1943年（昭和18年）に軍の命令により強制的に横須賀市に合併させ
られた過去があります。しかし、戦後の1948年（昭和23年）７月に地方自治法が改
正され、２年後の1950年（昭和25年）７月末までに①有権者の３分の１の署名、②
投票で有効投票数の過半数の賛成、③神奈川県議会の賛成決議を満たすことを条
件として、戦時中に強制合併された市町村が住民の意思で分離独立できることが
定められました。

この分離独立を成立させるため、逗子の青年たちを中心に医師会の協力も得な
がら、本格的な運動が始まりました。この時点で期限までは残り９か月でしたが、
精力的な運動により、３つの条件を全て満たし、逗子町として横須賀市からの分
離独立を実現させました。

こうした先人たちの強い想いや勇気ある行動に敬意と感謝の気持ちを忘れず、
逗子市をより良いまちにしていくことが今を生きる私たちの責務であると思いま
す。

10年前に市制60周年を迎えてからこれまでの間で、社会は大きく変化していま
す。AIやロボット、身近なところではスマートフォンなど、世界では科学技術が
飛躍的に進歩し続けています。その一方で、日本では少子高齢化が進み、人口が
減り続けているという現実もあり、逗子市も例外ではありません。また、新型コ
ロナウイルス感染症の拡大や、地震や集中豪雨による災害が日本各地で発生した
10年でもありました。

こうした様々な社会状況の変化に対応しながらも、これからの逗子市の未来に
向けて、「逗子に住みたい」「いつまでも暮らしたい」と思っていただける「選ばれ
るまち」づくりを、市民の皆様のご理解とご協力を得ながら進めてまいります。

逗子市長　桐ケ谷　覚
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第１部

70周年記念事業の記録
70th Anniversary Projects





逗子市市制70周年記念事業一覧
2024年（令和６年）４月～2025年（令和７年）３月

月 事業名 開催日 担当課・主催者

4月

逗子の「まちの記憶」アーカイブ 4/1～ 企画課
沼間小学校区放課後児童クラブの新築移転オープン 4/1 保育課
逗子市家庭用指定ごみ袋デザインの募集 4/1～ 資源循環課

「逗子にゆかりのある文化人と作品」展 4/10～5/13 図書館
逗子ゆかりのおはなし会 4/18 図書館
史跡長柄桜山古墳群第１号墳　オープニングセレモニー・整備工事完成記念講演会 4/20・12/21 社会教育課
逗子市市制70周年記念式典 4/21 企画課
逗子市市制70周年記念アマチュア無線局（8J1Z）の運用 4/21～1/31 逗子・葉山アマチュア無線クラブ

「あなたと私の逗子の文学」展 4/26～4/29 逗子の文学を学び広める会

5月

市制70周年記念　原動機付自転車用オリジナルナンバープレート作成事業 5/1～ 課税課
こどもの日のつどい　第42回砂の芸術 5/5 子育て支援課

四季を感じる植物たちの寄せ植え 5/16・6/13・7/11・9/12・
10/10・11/14・12/12・1/16 アトリエミモザ＆ローズ

逗子フェアトレードタウン・フォーラム2024～気候危機とフェアトレード～ 5/18 市民協働課
田越川一斉清掃 5/25 都市整備課
第67回逗子海岸花火大会 5/30 経済観光課

6月

市制70周年　第15回ツール・ド・逗子2024 6/2 歩行者と自転車のまちを考える会
第３回　昭和歌謡祭 6/2 逗子昭和歌謡サロン
ずしグリーンライフフェス 6/22・6/23 環境都市課
テルミンとフラメンコギターの調べ 6/23 テルミンミュージアム

7月

デザインストリーマー（マンホール蓋）の製作 7/2～ 下水道課
七夕ファッションショー　～七夕の日に良き想いでを～ 7/7 ほほえみドレス
海の日コンサート　一緒に歌い継ごう　日本の歌と心を
～子どもも大人も共に逗子の自然に思いを重ねて～ 7/15 日本の心を歌い継ぐ会

8月 2024ずし平和デー 8/15～8/19 市民協働課

9月
てくtec逗子＆みんなの逗子さんぽ 9/1～12/24・10/1～2/28 社会福祉課
認知症講演会と家族のつどい「認知症と共に生きる」 9/15 社会福祉課
第12回コンチェルト・カメリアローズ　逗子市制70周年記念コンサート 9/16 コンチェルト・カメリアローズ

10月

アプリで健康ポイント　ゲットキャンペーン！ 10/1～1/31 国保健康課
逗子アートフェスティバル2024 10/5～10/27 文化スポーツ課
逗子海岸ビーチバレー大会2024 10/6 逗子ロータリークラブ
コントラクトブリッジ・ZUSHI CUP
ミニブリッジ無料体験教室・ブリッジサロン 10/18・10/19 百合の会、Sophiaサロン

スポーツの祭典（スポーツ都市宣言40周年＆市制70周年記念） 10/20 文化スポーツ課
第46回逗子市民まつり 10/20 経済観光課
市制70周年記念講座　ふるさと逗子の歴史を知ろう 10/21・10/28・11/7・11/14 社会教育課
スマイルハロウィン 10/27 子育て支援課

12月

逗子市立小・中学校　図工・美術作品展 12/5～12/16 学校教育課
ふれあいフェスinずし2024 12/7 障がい福祉課
逗子SDGs絵日記展 12/8～12/15 逗子SDGs絵日記実行委員会
第３回ビブリオバトル 12/21 図書館
逗子市市制70周年記念　逗子第九フェスティバル演奏会 12/28 逗子第九合唱団

1月

令和７年逗子市消防出初式 1/11 消防総務課
みんなで歌おう「逗子ゆかりの歌」「1950年代の歌」 1/11 逗子うたごえ楽校
第72回逗子市内一周駅伝競走大会（スポーツ都市宣言40周年＆市制70周年記念） 1/12 文化スポーツ課
リーディングシアター ZUSHI×子どもリーディングシアター
ワークショップと朗読公演「逗子から生まれた物語」 1/12 クリップボード

二十歳を祝うずしの集い 1/13 子育て支援課
市制70周年記念 景観広報誌「瓦版」から始まる景観づくり 1/23～1/26 まちづくり景観課

3月 消防・防災フェア2025in逗子 3/2 消防予防課



逗子市市制70周年記念式典

４月21日（日）、逗子市市制70周年記念式典
を文化プラザなぎさホールで開催しました。

会場に彩りを添えたのは、草月流いけばな
作家・久保島一裕さんの装花。市内で採れた
竹や藤づるがふんだんに用いられた高さ約３
ｍの迫力満点の作品が、来場者の皆さんを出
迎えました。

オープニングは、箏奏者・林信子さんと尺
八奏者・善養寺惠介さんによる「さくら幻想
曲」。式典の始まりにふさわしい、荘厳で華や
かな響きが会場いっぱいに響き渡りました。

第１部では、市長が式辞を述べたほか、匂
坂市議会議長、黒岩県知事（代理：平田副知事）、
など多くのご来賓の方々にご祝辞を賜りまし
た。また、逗子市市制70周年記念キャッチフ
レーズ「海が好き　山が好き　逗子が好き」の
作者・井澤祐貴さんに表彰状を授与しました。

第２部では、市制記念日表彰式として、地
域社会功労表彰７名及び自治功労表彰１名が
受賞されました。

第３部は広報大使をお招きし、記念トーク
ショーを行いました。初めに、ピアニスト・
内門卓也さんの生演奏に合わせて、双子ソプ
ラノデュオ〈山田姉妹〉の山田華さん、山田麗
さんが「この街で」を歌唱。お二人の息の合っ
たハーモニーに会場全体が酔いしれました。
続いて、広報大使の石原良純さん、三浦豪太
さん、山田姉妹、司会の森川いつみさん、市

4/21
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長による記念トークショー。「このまちで」を
テーマに様々なエピソードを披露いただき、
終始笑いの絶えない時間となりました。そし
て、プログラムの最後には来場者全員で逗子
市歌を斉唱し、和やかな雰囲気に包まれまし
た。

逗子市市制70周年の節目に、これまでの逗
子の歩みに思いを馳せ、「海が好き　山が好き　
逗子が好き」というキャッチフレーズのもと、
それぞれの「ずし愛」を心に描きつつ、逗子の
限りない発展を願い、大盛況のうちに幕を閉
じました。

9Zushi City 70th Anniversary
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逗子の「まちの記憶」アーカイブ

逗子の「まちの記憶」として残したい写真を
市ホームページやインスタグラムで募集し、
広報ずしや逗子フォトに掲載するという企画
です。逗子フォトは、2017年（平成29年）に開
設したサイトで、市職員や市民が撮影した写
真をデジタル化し公開しています。今は当た
り前のようにあるまちなみや逗子ならではの
イベントが数年後や数十年後にどう変化して
いくのか、後世の人々が振り返られるように

写真として残していきます。
応募された写真は、住宅街から富士山を望

むまちなみや、コロナ禍を経て４年ぶりの通
常開催となった亀岡八幡宮例大祭など様々で
す。撮影者の日頃の暮らしやお気に入りのス
ポットを垣間見ることができます。

逗子フォトの写真は随時募集し掲載してい
ます。ぜひご覧ください。

逗子フォト

4/1～
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沼間小学校区放課後児童クラブの
新築移転オープン

４月１日（月）、沼間小学校区放課後児童ク
ラブが沼間小学校プール跡地に移転し、新し
い建物となりました。

建物は、「あそび場」「まなび場」「親子あそび
の場」の３つの空間からなる木造建築で、子
どもたちが過ごす「あそび場」「まなび場」の扉
を開け放つと大きな無柱空間となり、窓から
は明るい陽ざしをたくさん取り入れることが
できます。室内は木材の自然なぬくもりが感
じられ、檜の香りに包まれる快適な空間です。
建物を建築するための骨組みになる部材は宮
崎県産の檜、建築内装材などは神奈川県産の
杉を使用し、木の魅力を引き出すシンプルな
構造の空間を作り出しています。

この施設は、太陽光発電や蓄電池等の導入
により、施設内の使用電力の一部を再生可能
エネルギーで賄うとともに、災害時などで停
電が起きた際にも、一定時間であれば電気を
使うことができます。放課後、家庭と同じよ
うに過ごしている子どもたちにとってはとて
も安心できる空間となりました。また、本市は、
2022年（令和４年）１月に「チャレンジ！逗子
カーボンニュートラル2050」を宣言し、脱炭素
社会の実現に向けた取組を推進しているとこ
ろであり、この施設においても、快適な室内
環境を実現しながら、建物で消費するエネル
ギーをゼロにすることを目指した建物という
証であるZEB（Net Zero Energy Building）も取

得しています。
６月９日（日）に開催した見学会には、地域

の方々など約50人が来場されました。来場者
は木材の香りに包まれながら、放課後児童ク
ラブの職員と施設について話をし、今回の建
設等の話に耳を傾け、手で床などを触って木
材の感触を楽しんでいただきました。

時代が経過するごとに美しさが増すこの建
物で、未来を担う逗子の子どもたちが成長し、
大きく羽ばたいていくことを願います。

4/1
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逗子市家庭用指定ごみ袋デザインの募集

市制70周年を記念し、「燃やすごみ用・不燃
ごみ用指定ごみ袋」及び生ごみの分別収集で使
用する「生ごみ用指定ごみ袋」に掲載する、標
語とイラストを募集しました。

燃やすごみ用・不燃ごみ用指定ごみ袋の標
語とイラストは、ごみの減量化・資源化に関
するもので、プラスチックごみ削減の観点か
らレジ袋代わりに使用することも考慮したも
の、生ごみ用指定ごみ袋の標語とイラストは、
生ごみの減量や生ごみの分別の促進に関する
ものとして募集し、多くの皆さんに応募をい
ただきました。「燃やすごみ用・不燃ごみ用指
定ごみ袋」は131作品、「生ごみ用指定ごみ袋」
は196作品、合計327作品の応募があり、選考
委員会にて採用作品を３作品、佳作入賞作品
を11作品選びました。

応募者からは、デザインを考えるのが楽し
かった、ごみの減量化・資源化を考えるきっ
かけになったとの声もいただいており、今後
も定期的に指定ごみ袋のデザインを募集する
ことで、ごみの減量化・資源化への意識向上
と、作品を通して市民の皆さんとの交流を図っ
ていきたいと思います。

4/1～

２月15日（土）逗子市指定ごみ袋デザイン表彰式

生ごみ用指定ごみ袋
３リットル袋

生ごみ用指定ごみ袋
10リットル袋

燃やすごみ用・不燃ごみ用指定ごみ袋
10リットル袋・20リットル袋新デザイン
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燃やすごみ用・不燃ごみ用
（10ℓ・20ℓ袋）

生ごみ用（3ℓ袋） 生ごみ用（10ℓ袋）

採用作品

佳作入選作品
燃やすごみ用・不燃ごみ用指定ごみ袋

受賞者５名
生ごみ用指定ごみ袋

受賞者７名（１作品は合作）

（五十音順、学年は応募当時）

（学年は応募当時）

大久保建志さん
標語：ごみをへらして住みよい街

横堀花菜さん
標語：生ごみで豊かな大地に！

石井結菜さん（沼間小学校３年生）
標語：生ごみはごみじゃない

池末藍さん
（逗子小学校６年生）

植山千尋さん
（池子小学校５年生） 髙瀬桜さん

田宮はるかさん

出村哲平さん
（沼間小学校５年生）

森重湧太さん

三浦ふみさん／
ティノコ七海さん

（逗子中学校２年生）

岩崎海輝さん
（小坪小学校６年生）

沖野天寧さん
（沼間小学校４年生）

菊池一咲さん
（逗子中学校１年生）

細目のどかさん
（沼間小学校５年生）
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「逗子にゆかりのある文化人と作品」展

市制70周年にあたり図書館では、地域の歴
史と文化を深く掘り下げ、逗子にゆかりのあ
る文学や文化人を紹介する展示を、４月10日

（水）から５月13日（月）までの期間実施しまし
た。

この展示は、徳冨蘆花や泉鏡花などの文豪
や逗子に住まいのあった芥川賞・直木賞受賞
作家の作品、逗子が登場する文学作品、逗子
に深い関わりを持った文化人たちの業績を通
じて、地域の文化的遺産を再発見し、逗子の
歴史的な背景や風土がどのように彼らの創作
に影響を与えたのかを探ることができる内容
としました。

また、逗子に対する愛着を深める機会とな
るよう、ゆかりの人々のパネルもあわせて展
示し、視覚的にも地元の文学や文化人の作品
に触れるきっかけとなるような工夫をしまし
た。

図書館はこれからも逗子の魅力を次世代に
伝えるため、貴重な資料を集め、地域文化の
発信の場としてさらなる活動を展開していき
ます。

●逗子が登場する文学
逗子は多くの文学作品に登場しており、そ

の風景や風土、そして歴史的背景が多くの作
家に影響を与えてきました。

逗子が舞台となった小説や詩などを紹介し、
作品とともに逗子の魅力を感じることができ
る展示としました。
●逗子の文学
　逗子ゆかりの芥川賞・直木賞作家とその作品

逗子は、石原慎太郎や堀田善衛、なかにし
礼をはじめとした芥川賞や直木賞の受賞作家
もゆかりがあり、その作品には逗子という地
がもたらした独自の影響が見受けられます。

彼らが手がけた代表作を紹介し、作家たち
の創作の背景を知ることで、作品の深みや魅
力を再発見できるような展示としました。
●逗子ゆかりの文化人とその作品

逗子は文学だけでなく、画家や映画監督、
写真家など多くの文化人を育んできた土地で
もあります。

さまざまな分野で活躍した文化人たちの作
品を展示することで、彼らがどのようにこの
逗子を愛し、表現してきたのかを知ることが
できる場としました。

4/10～5/13
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逗子ゆかりのおはなし会

図書館では、市制70周年記念おはなし会を
開催しました。

２～３歳児を対象とした「おひざにだっこの
おはなし会」では、逗子にゆかりのある作家の
作品を中心に読み聞かせを行いました。こん
なに著名な作家が逗子にゆかりがあるという
ことを知らなかったと感想を述べられる方も
いました。

同時期に図書館１階で「逗子にゆかりのある
作家のおはなしを読んでみよう！」という児童
向けの展示を行っていたため、本を借りて帰

る親子も見受けられました。
４～５歳児を対象とした「わんぱくおはなし

会」では、逗子に古くから伝わるいたずら好き
なかっぱの昔ばなし『かっぱまつ』の紙芝居や、
逗子市手づくり絵本コンクール出品作品で逗
子市立図書館が舞台となっている『きーすけ 
ちゃらまる としょかんへいく』、またその本に
登場する絵本の読み聞かせをしました。

図書館では、逗子にゆかりのある作家の作
品や、地元に古くから伝わる資料を収集・整
理し市民の皆さんに提供しています。これか
らもおはなし会や展示を通じて、これらを後
世に伝えていくよう努めていきます。

当日のプログラム
◎おひざにだっこのおはなし会　　日時：４月18日（木）　10:30～11:00
１．詩『のはらうた　４』 より　くどうなおことのはらみんな／作　童話屋
２．絵本『つかんでぱっくん』わかやましずこ／さく　童心社
３．絵本『えんそくバス』中川ひろたか／文　村上康成／絵　童心社
４．手あそび　♪ちいさなはたけ
５．絵本『くいしんぼうさぎ』せなけいこ／作・絵　ポプラ社

◎わんぱくおはなし会　　日時：４月18日（木）　15:30～16:10
１．紙芝居『かっぱまつ』牛越夢奈／脚本・画　逗子市立図書館
２．絵本『くまのコールテンくん』ドン＝フリーマン／さく　まつおかきょうこ／やく 偕成社
３．手あそび　♪おてらのおしょうさんが
４．絵本『11ぴきのねこ　ふくろのなか』馬場のぼる／著　こぐま社
５．絵本『きーすけ　ちゃらまる　としょかんへいく』えざきれいこ／作

4/18
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史跡長柄桜山古墳群第１号墳
オープニングセレモニー・整備工事完成記念講演会

2014年度（平成26年度）から葉山町と協力し
て進めてきた史跡長柄桜山古墳群第１号墳の
整備が、10年余の歳月を経て、2024年度（令
和６年度）に終了しました。

整備基本計画で掲げた「周囲の豊かな自然環
境との調和を図りながら、人々が学び、集い、
安らぎ憩う場として愛着がもてるように整備
する」という基本理念のもと、墳丘全体に土を
盛り、斜面にコグマササを植えて古墳を保護
するとともに、墳丘周囲には園路を敷設。斜
面２個所に階段を取り付けて墳丘に上れるよ
うにし、後円部には棺

ひつぎ

が埋まっている場所を
表示したほか、出土した埴輪のレプリカや説
明板を設置しました。また、周囲の樹木を適
宜伐採・枝下ろししたことにより、墳頂から
相模湾に浮かぶ江ノ島、富士山が一望できる
ようになり、眺望絶好の地に造られた県内最
大級（全長91.3ｍ）の前方後円墳の壮大な姿を、
からだ全体で感じることができます。

４月20日（土）、市民町民を中心に約180名の
方々に第１号墳現地へお集まりいただき、盛
大にオープニングセレモニーを開催しました。
当日は好天にも恵まれ、市長・町長によるあ
いさつ及び、地元選出の国会・県会議員や関
係行政機関、地元住民代表など来賓の方々に
よるテープカットの後、墳丘に上って担当職
員の解説を聞くなど、待ちに待ったオープン
を皆さんで祝いました。

また、12月21日（土）には、逗子文化プラザ
なぎさホールで、逗子市制70周年・葉山町制
100周年、第１号墳整備工事完成記念講演会「史
跡整備で甦る長柄桜山古墳群の時代～埴輪と
水上交通が語る古代社会～」を開催しました。
当日は市町内ばかりでなく遠く県外からも含
めて410名もの方々がお集まりの中、３人の講
師にご講演いただきました。

最初に登壇した北條芳隆さん（東海大学文学
部教授）は、長柄桜山古墳群の被葬者は４世紀
後半に相模湾と東京湾をショートカットで結
ぶ東西交通の要衝となったこの地を掌握した

「市
いち

の司
つかさ

」（交易の管理者）であった可能性を指
摘しました。

次いで、田中裕さん（茨城大学人文社会学部
教授）は、長柄桜山古墳群は単なる墓ではなく、
西から相模湾沿岸を航行してきた船に対して、
この地に運搬と交易を保証する権力者が存在

することを示す標識的記念
物としての意味をもつと説
かれました。

最後に、白井久美子さん
（房総のむら風土記の丘資料

館主任上席研究員）は、『古
事記』や『日本書紀』に記さ
れたヤマトタケル東征伝承
との関連に触れつつ、古墳
時代前期後半になって相模

4/20・12/21
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川流域から三浦半島側に拠点を移した相模湾
圏の首長墓が長柄桜山古墳群であり、ヤマト
王権一行の水先案内などの便宜を図る役割を
果たした人物が被葬者ではないかとされまし
た。

休憩をはさんだ後に行われたパネルディス
カッションでは、三浦半島の付け根にあたる
この地に巨大古墳が造られた歴史的意義やそ
の背景について議論が行われ、記念講演会は
盛会のうちに無事終了しました。

1999年（平成11年）の故東
とう

家
や

洋之助さんによ
る発見から25年、古墳パトロールや長柄・桜
山古墳をまもる会を中心に、多くの市民町民
のご理解・ご協力をいただくことでようやく
整備が完了した第１号墳。今後は、適切な維
持管理と活用を通じて貴重な史跡を末永くま
もり伝えるとともに、郷土の歴史を学ぶフィー
ルドとしてばかりでなく、魅力ある地域の宝
として積極的に情報を発信していきます。

17Zushi City 70th Anniversary
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市制70周年記念　原動機付自転車用
オリジナルナンバープレート作成事業

逗子市の魅力を市内外に伝えるとともに、
市に愛着や親しみを持っていただくため、オ
リジナルナンバープレートを作成しました。

５月１日（水）から31日（金）まで図案を公募
し、市内外から95点の応募があり、職員34人
による予備審査により候補図案を５点選出し
ました。

予備審査で選ばれた図案について８月15日
（木）から９月５日（木）まで市のホームページ

及び市庁舎課税課窓口に設置した投票箱によ
り、一般投票を行いました。

一般投票の結果、投票総数1,490票うち616
票を獲得した市内在住の小水ひろみさんの図
案が最優秀賞に選ばれました。

11月８日（金）に表彰式を行い、オリジナル
ナンバープレートを発表し、12月16日（月）か
ら交付を開始しました。

第３位　優秀賞　天野穂積 さん第２位　優秀賞　古屋右琳 さん

第１位　最優秀賞（採用）　小水ひろみ さん

小水さんのコメント

逗子海岸は、富士山と江の島がとても綺麗に
見え、また湾になっているので波も穏やかでウ
インドサーフィンやSUPなども出来る唯一無二
の存在だと思うので、それを表現できるように
デザインしました。

5/1～
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こどもの日のつどい　第42回砂の芸術

こどもの日の
つどい第42回砂
の芸術は、逗子
市主催、逗子市
青少年指導員連
絡協議会主管で
５月５日（日祝）
に逗子海岸にて
行 わ れ、 計24
チームが工夫を
凝らした砂像を
作 成 し ま し た。

当日は、市制70周年記念に相応しく、快晴で
風も心地よく、絶好のイベント日和で、この
時期としては気温も高く、一足早く夏を感じ
られるような一日でした。

逗子市青少年指導員連絡協議会会長の挨拶
のもと制作がスタートしました。開始直後は、
作品の制作が進まないチームもありましたが、
時間が経つにつれ徐々に各チームの作品がで
きあがりました。制作終了後は鑑賞と投票を
行い、各チームが全体の作品からお気に入り
を３つ選び、投票結果をもとに表彰式を行い
ました。

表彰式では、「砂の芸術大賞」をはじめ、「市
長賞」、「教育長賞」、「努力賞」、「ファミリー
賞」など多くの賞を設けて、発表時には大いに
盛り上がりました。

子どもから大人までが逗子海岸で一生懸命
砂像を作成し、逗子らしさを象徴するような
１日となりました。

5/5
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逗子フェアトレードタウン・フォーラム2024
〜気候危機とフェアトレード〜

５ 月18日（ 土 ）、
市 制70周 年 の 一 環
として「逗子フェア
ト レ ー ド タ ウ ン・
フォーラム2024」を
逗子フェアトレード
タウンの会と逗子市
が協働で開催しまし
た。

フェアトレードは
SDGs17項 目 の す べ
てに関わる取り組み
です。

逗子フェアトレー
ドタウン・フォーラ
ム2024のテーマは、「気候危機とフェアトレー
ド」。気候危機と世界の貧困、紛争はつながっ
ています。

市民交流センターを会場にさまざまなイベ
ントを開催し、子どもたちを含め約130名の参
加がありました。

第１部では、参加者が不要になったものを
再利用して楽しいモノ（アロマ、エコたわし、
エコバック、筆箱、春のリースなど）を作るワー
クショップを親子で楽しみながら、今自分た
ちにできることを学びました。

第２部のユースフォーラムでは、多くの高

校生や大学生が参加し、気候危機とフェアト
レードについて語り合いました。未来を語る
タイムアタック（３分間スピーチ）やソーシャ
ルアクション（学校で取り組んでいる活動の紹
介）、みんなでトーク（Ｚ世代と考える気候危
機とフェアトレード）など、未来を担う学生た
ちが気候変動やフェアトレードについて熱く
語り合いました。進行も逗子フェアトレード・
ユースのメンバーが行いました。

第３部の映画＆トークでは、気候危機は自
然災害を引き起こし、貧困や飢餓を増大させ、
紛争と難民を生み出していることについて映
画を通して学び、高橋英恵さん（国際環境NGO 
FoE Japan）の講演では、気候危機を「自分ごと」
としてとらえ、自分たちができることを考え
ました。

参加者は会場内のマルシェで、フェアトレー
ドのチョコレートやコーヒー、バングラデシュ
の 手 工 芸 品 な ど の 買
い物を楽しみました。

≪懸垂幕の掲揚≫
懸垂幕「世界とつながる平和
都市　フェアトレードタウン　
逗子」を、市役所正面玄関左
側に５月９日（木）から31日

（金）まで掲揚しました。

5/18
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田越川一斉清掃

田越川は、豊かな山の命を海まで運ぶ逗子
市の象徴的な川で、市を横断するように流れ、
鳥や魚、昆虫など多くの生物がすみ、豊かで
貴重な自然を守っています。また、川の水生
動物の再生を促し、多様な命を育む川として、
山、川、海の自然のサイクルを取り戻し、市
民が安らげる、憩いの場としての役割も担っ
ています。

その様な場で、河川清掃のボランティア活
動の一つとして田越川一斉清掃があります。

2008年（平成20年）の当初は、河川アダプト
で登録されているボランティア団体から有志
活動としてスタートし、2012年（平成24年）か
ら田越川・久木川一斉清掃実行委員会が主催
で活動しています。今年で17回目となる田越
川一斉清掃は、市制70周年記念の冠事業とし
て参加者を募り、企業や団体、神奈川県や米軍、
学生など多くの方々が参加されました。今年
は274名が参加し、870kgのごみが回収されま
した。2014年（平成26年）に722名が参加した
ときは、1,700kgものごみが回収され、中には
不法に投棄された自転車や大型ごみもありま
したが、ここ最近はこれまでの活動の成果も
あり、回収されるごみの量も減少してきてい
ます。また、昨今の海では、海洋プラスチッ
クごみの影響が問題となっており、その発生
源の一つが河川から流れてきているとも言わ
れています。このような身近な場所での活動
により、河川だけでなく海も含んだ自然環境
の改善に繋がります。参加した方からは、田
越川を含む地域に対しより一層愛着を持つこ
とができたとの声もありました。

この活動を続けていただいている田越川・
久木川一斉清掃実行委員会に感謝しつつ、市
民や企業、米軍や学生などの皆さまと共に、
引き続き取り組んでまいります。

5/25
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第67回逗子海岸花火大会

５月30日（木）、第67回逗子海岸花火大会が
開催され、19:30～20:15の45分間で約7,000発
の盛大な花火が初夏の夜空を彩りました。逗
子市観光協会が資金調達と企画運営を、逗子
市が安全警備対策を担って共催し、逗子海岸
花火大会実行委員会をはじめとした多くの
方々のボランティアと寄附募金の協力支援、
株式会社コロワイドによる特別協賛をいただ
き、開催することができました。当日は台風

の影響により打ち上げ台船の到着が危ぶまれ
ましたが、関係者の皆さまの尽力もあり予定
どおり開催でき、逗子海岸を中心に約10万人
の観客でにぎわいました。

逗子海岸花火大会は、1958年（昭和33年）か
ら続く歴史ある大会ですが、2018年（平成30
年）には、市の緊急財政対策により一時開催
が危ぶまれました。そのような中、子どもた
ちに花火を見せてあげたい、市最大のシティ
プロモーションである花火大会を継続したい
といった地域からの想いが集まり、市内観光
商工関係者を中心に逗子海岸花火大会実行委
員会が初めて立ち上がりました。以降、実行
委員会を中心に、観光協会や市と協働して協
賛席の設置など開催資金集めの工夫を凝らし、
多くの方々に協力支援していただくことで、
資金難を理由に中止に至ることなく、継続し
て開催することができています。

しかしながら、物価高騰等の影響により開

音楽と花火が織りなす超エキサイティングなコロワイドドリーム花火

４月８日、プレス発表会に臨む花火大会実行委員会

5/30
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催費用は年々上昇しており、全国各地で花火
大会の開催が断念されるなど、引き続き厳し
い状況が続いています。今回も、特別協賛企
業や市内外の事業者206者からの協賛、街中
191店舗での募金箱等を通しての市民からの
寄附募金、工夫を凝らした協賛席の増設など、
まちぐるみで資金集めに奔走し、開催にこぎ
つけることができました。また、大勢の観客
が逗子海岸に一斉に訪れる花火大会では、安
全を確保するため、委託警備員と市職員を中
心とした656人体制の自主警備活動に加え、逗
子警察署や各交通機関、逗子市交通安全協会、
逗子市消防団、海上保安庁、マリーナ関係者等、
35団体の協力を得て、連携を密にして対策を
講じました。こうしてまちが一丸となること
で、大きな事故もなく、市制70周年にふさわ
しい特別な花火大会となりました。

安全確保のための警備合同会議。23団体が出席した

花火や資機材が積み込まれた花火打ち上げ台船。
当日朝、葉山港にて

今回初設置のカメラマン協賛席より撮影

当日、打ち上げ前の観客で埋まる砂浜

協賛エリアの入り口で運営に携わるボランティアの皆さん
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ずしグリーンライフフェス

６月22日（土）、23日（日）に「ずしグリーン
ライフフェス2024」が開催されました。「ずし
グリーンライフフェス」は2022年（令和４年）
に「ずし環境フェスティバル」から生まれ変わ
り、「持続可能な未来のためのやさしい暮らし」
をテーマに、ずしグリーンライフフェス実行
委員会が主催し、市、市民、事業者が一体となっ
て、環境問題・福祉・防災に係る展示、講演、ワー
クショップ等を実施し、環境問題に係る意識
啓発を図るものです。

今回の目玉企画である「グリーンライフユー
スシンポジウム」は、ずしグリーンライフフェ
ス2024のテーマである「つながる・つなげる」
を掲げ、逗子開成環境プロジェクトチーム
MOANAを中心としたグリーンライフユースシ
ンポジウム実行委員会が企画・運営を行いま
した。環境や防災その他多くの方面で活動を
行っている学生ボランティアが活動紹介やグ

ループディスカッションを行い、持続可能な
社会の実現のため、将来の逗子のまちの姿を
全員で考えました。最後にはシンガーソング
ライターのNAOYUKIさんと一緒に「逗子海岸」
を歌い、会場全体が一つとなりました。

その他にも、自然や環境について遊んで学
べる企画があり、マイクロプラスチック・自
然素材（竹や葦など）・古布・新聞紙などを使っ
たワークショップ、太陽光や手動で発電した
電気で電車を動かすエネルギー実験、今年初
の試みであるみんなの願いを緑葉に込めて、
枯れ木を緑生い茂る大樹へ育てる参加型企画

「グリーンライフツリー」、スタンプラリーな
ど、親子で参加し、楽しんでいる姿が印象的
でした。

さらに、市民交流センターのフェスティバ
ルパークにはキッチンカーが出店し、必要と
なる電気をEVカーシェアリングで使用してい
る電気自動車から給電することで、EVカーシェ
アリング事業や災害時の非常用電源としての
活用について、市民の皆さまに知っていただ
く貴重な機会になりました。

6/22・6/23
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デザインストリーマー（マンホール蓋）の
製作

市制70周年を記念し、逗子市制70周年記念
ロゴマークを施したデザインストリーマー（マ
ンホール蓋）を製作しました。

マンホールは普段あまり注目されることは
ありませんが、衛生的で快適な生活を送るた
めには欠かせない下水道について、多くの人
に知ってもらうため、逗子文化プラザホール
前の歩道に設置しました。

市制70周年以降も、引き続き設置されてい
ますので、歩行者などに注意しながら、ぜひ
探してみてください。

また、逗子市内には他にもデザインマンホー
ルが設置されていることはご存じでしょうか。
逗子海岸に設置されている「太陽と季節の記念
碑」やウィンドサーフィン、富士山がデザイン
されたカラーマンホールや市の木であるツバ
キや波のような流線形の模様が施されたマン
ホールなど様々なデザインマンホールが設置
されています。 今後も逗子市の下水道及び下
水道事業全体について理解促進に努めてまい
りますので、少しでも足元に目を向けていた
だけるとうれしいです。

7/2～
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2024ずし平和デー

８ 月15日（ 木 ）か ら19日（ 月 ）に
「2024ずし平和デー」を開催しまし

た。
ずし平和デーは、「戦争の悲惨さ」

「平和の大切さ」「いのちの尊さ」を
子どもたちに伝えていくためのイベ
ントで、2011年（平成23年）からは
じまり14年目を迎えました。非核
平和などの活動をしている市民団体
が様々な企画を持ち寄り、ずし平和
デー実行委員会と市の共催で開催し
ています。今年は期間中に原爆と人
間展、コンサート、親子映画会、朗
読など様々なイベントを行いまし
た。

初日には市制70周年記念として、
ずし平和デー開会セレモニーを行いました。

平和をテーマとした絵画作品とメッセージ
を募集し、それをセレモニーの中で発表しま
した。応募されたメッセージを取り入れた平
和ソング「平和って何だろう」が実行委員メン
バーにより作曲され、絵画作品とともにお披
露目されました。

ゲストには絵本・紙芝居作家の長野ヒデ子
さんをお招きし、「アイスはかえるけど平和は
買えない！」をテーマに、日常の幸せを奪う

戦争の悲惨さや苦しさをお話いただきました。
「おひさまにこにこ」などの紙芝居４作品の上

演もあり、会場が笑顔に包まれました。
戦後79年が経過し、当時を知る人が少なく

なっていく中、どのようにして次の世代に平
和への想いをつないでいくかが大きな課題で
す。ずし平和デーではこれからも市民団体と
力を合わせて平和への取り組みを続けていき
ます。

8/15～8/19
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てくtec逗子＆みんなの逗子さんぽ

人生100年時代を迎え、逗子市は2019年度
（令和元年度）に、住み慣れた地域でいつまで

も健康で暮らすためには、元気に歳を重ねる
ことが大切であるとして、健康寿命延伸のた
めの取り組み「元気な高齢者を増やそう！プロ
ジェクト（現・健康寿命を延ばしてみんなで元
気な高齢者をめざす取組）」を立ち上げ、「健康
管理」「食事」「運動」「口腔ケア」「社会参加」の５
本を取り組みの柱として、子どもから高齢者
まで、みんなが健康的に年齢を重ねられるよ
うに取り組んできました。

取り組みを進める中、2019年（令和元年）12
月から新型コロナウイルス感染症の爆発的な
流行により、感染防止のため市民の皆さんも、
様々な活動の自粛を余儀なくされました。

自粛期間中、特に高齢者の方の体力低下が
懸念されたことから、一人でも続けられる健
康増進の手法として「歩行」に注目し、2021年
度（令和３年度）から65歳以上の方を対象とし
て「てくtec逗子」を実施しました。

2021年度（令和３年度）の事業開始から今年
度まで、500余名の方が歩数計（2023年度（令
和５年度）からは、スマートフォンアプリ「マ
イME-BYOカルテ」による参加も可）を身に付
けて、参加前と比較して日に1,500歩多く歩く
ことを目指し参加していただきました。

今年度は、市制70周年記念、また事業の集
大成として、継続の意欲を高める市内の史跡
ツアーや池子の森の散策ツアー等のオプショ
ナルツアーをこれまで以上に充実して実施。

12月 末 に は 事
業 終 了 後 の 体
組 成 計 に よ る
体 組 成 の デ ー
タ計測を行い、
４ か 月 前 に 実
施 し た 事 業 開
始 前 の 体 組 成

計データの結果と比較して、向上した数値に
大変喜んでいらっしゃいました。こうした、
４年間に渡る事業の成果は貴重なデータとし
て、逗子市の健康寿命延伸の取り組みに活用
していきます。

また、「てくtec逗子」に象徴されるように、
逗子市民の皆さんは積極的に歩いているよう
で、ジオテクノロジーズ社（東京都文京区）が
東京大学空間情報科学研究センターと実施し
た人流データ活用の共同研究の結果によると、

「よく歩く街ランキング」において、１都２県
184市区の中で逗子市が１位となりました。

このご縁から、老若男女を問わずさらに多
くの方に楽しく歩いてもらうため、ジオテク
ノロジーズ社のスマートフォンアプリ「みんぽ
計」を活用した逗子市制70周年記念キャンペー
ン「みんなの逗子さんぽ」を実施しました。

このアプリは、歩数がポイントとなって、
取得したポイントが各種デジタルポイント等
と交換できるだけではなく、家族や友人など
とグループを組んで参加するとグループ内で
ポイント共有できます。コロナが沈静化し、
ようやく以前のように自由に人との交流がで
きるようになった今、人と人との新たなコミュ
ニケーションツールとしても大きく期待でき
る取り組みです。

人生100年時代、健康寿命を全うできるよう
に、市制70周年記念事業として参加していただ
いた「歩行」の取り組みを、これから個々人と
して続けていただくことを切に願っています。

池子の森散策ツアー

9/1～12/24・10/1～2/28
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認知症講演会と家族のつどい
「認知症と共に生きる」

９月15日（土）、市民交流センター会議室で、
認知症講演会と家族のつどい「認知症と共に生
きる」を実施しました。第１部は、医師の杉
山孝博さんを囲んでの認知症介護者の交流会。
認知症の家族を介護する人の「本人が外出しよ
うとしない」「薬を飲み忘れてしまう」などの悩
みに対し、介護経験者からは、「外出できるよ
うな関わりや環境づくりをすることが大切。」
との話がありました。杉山医師は、本人の持っ
ている能力を大切にし、足りない部分の支援
をするとよい、とアドバイス。参加者からは、
経験談や杉山医師からのアドバイスを聴くこ
とができて非常に参考になったとの感想が述
べられました。

第２部は、杉山医師による「認知症の理解と
援助」についての講演。はじめに杉山医師監修
の「認知症と向き合う」のDVDを上映し、認知
症の人との関わり方について理解を深めまし
た。続いて、杉山医師から認知症を理解する
ための９大法則１原則、認知症の人の激しい
言動を理解するための３原則についてお話い
ただきました。９大法則のうち、感情残像の
法則は、言ったり聞いたりしたことはすぐ忘
れるが感情は残るため、周りは感情を共感す
る、事実でなくても認める、時には上手に演
技をして対応することも必要であること。ま
た、こだわりの法則については、一つのこと

にいつまでもこだわり続ける傾向にある場合、
説得したり否定したりするとこだわりが強く
なってしまうので、こだわりの原因を見つけ
て対応するなど本人が安心できるようにする
ことが大切であるとの話がありました。講演
後は、杉山医師に個別に質問や相談する時間
が設けられました。現在も年間200人以上の患
者を診療している杉山医師から、現場の声も
交えた具体的な話を聴くことができ、参加者
にとって大変有意義なものとなりました。

9/15
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アプリで健康ポイント ゲットキャンペーン！

18歳以上の市民を対象に、神奈川県が作成
したスマートフォン用アプリケーションケー
ション『マイME-BYOカルテ』を活用した健康増
進キャンペーンを開催しました。

参加者は自身のスマートフォンにアプリ
ケーションをインストール（「ゲット」）し、実
施期間中の歩数（自動計測）や血圧・体重など
の測定値を記録することでポイントをゲット。
一定ポイントに達した人の中から抽選で豪華
賞品をゲット。キャンペーンに参加しながら
健康的な習慣がゲットできてしまう、という
企画で好評をいただいています。

第１回は2021年度（令和３年度）に開催し、
167人が参加。以来、第２回（2022年度（令和
４年度））241人、第３回（2023年度（令和５年
度））268人、と参加者が増加し続け、健康増進
事業の柱として成長してきました。第４回と
なる今年度は、市制70周年記念事業として市
にちなんだものを賞品にラインナップ（逗子海
岸SUP体験ペアチケット、小坪産天然わかめ
など）。その結果、参加者が過去最多の297人
となりました。

本キャンペーンを始めたきっかけは、コロ
ナ禍で外出や対面での健康教室、健康相談な
どが自粛せざるを得ず、市民の健康状態の悪
化が懸念されていたこと。また、以前から生
活習慣病予防を意識してもらいたい30～50代
へのアプローチが課題として挙がっていたこ
とから、そうした世代が「欲しい」と思える賞
品をそろえ、非対面で参加・完結できる事業
として始めました。今年度、本キャンペーン
に参加した30～50代は、175人で、参加者全体
の58.9%でした。実施後のアンケートでは、過
去３年間の回答者の90.5%が「日頃の運動など
の健康を意識する機会になったと思う」（そう
思う・まあそう思う）と答えました。

今後も市民の健康増進を進め、より楽しく
健康的な生活が送れるような事業を展開した
いと考えています。

10/1～1/31
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逗子アートフェスティバル2024

市民と市の協働で開催している「逗子アート
フェスティバル2024」（以下ZAF2024）。2013年

（平成25年）から始まり、第12回を迎える今年
は、10月５日（土）から10月27日（日）まで、市
民による逗子アートフェスティバル実行委員
会が主催し、同じく市民が主体の逗子アート
ネットワークが企画・運営をし、逗子市、逗
子市教育委員会をはじめ様々な団体の共催・
協力によって開催されました。

参加者（推定）：逗子アートフェスティバル
2024，企画数25企画、来場者合計7343人

〇オープニングイベント「池子の森の音楽祭」内
日時：10/5（土）10/6（日）
場所：池子の森自然公園400ｍトラック
内容：逗子に縁のあるミュージシャンによる
演奏に加え、「踊って、食べて、寝そべって」
が実現する、家族連れも多く参加する野外音
楽祭。地域の魅力が詰まったマーケットやワー
クショップなど、あらゆる世代が楽しめるコ
ンテンツが満載でした。

〇余白露光（テルミンミュージアム）
旧逗子高等学校の武道場という広い空間に、

市内の学校の美術部生徒（逗子葉山高等学校、
聖和学院中学校・髙等学校）との共同製作の
切り絵を含めて立体的に作品を配置し、逗子
市の風景をつなげた映像を投影。日替わりで
専門家によるテルミンの演奏や、最終日には、
テルミンと民族楽器（ディジュリドゥ他）のラ
イブを行いました。

〇みんなでアート
逗子文化プラザさざなみホールで開催した

今年で６年目の「みんなでアート」は、障がい
があっても高齢でも大人でも子どもでもアー
トを通じて自然に混ざり合い、一緒に楽しむ
インクルーシブなイベントとなりました。

10/5～10/27
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〇沼間路地展
沼間エリアに企画を固め、アートを通して

逗子への移住促進を図る空き家＆アートツ
アーや、逗子開成高等学校写真部有志が行う
写真展、古民家を活用したギャラリーでの絵
画・陶芸・木工の３人の作家による日々の暮
らしに大切なものをテーマにした展示を行い
ました。

〇竹の地産地消プロジェクト2024
小坪の大矢戸会館裏の竹林で大型作品の公

開制作と屋外展示を実施。前段として池子の
森の音楽祭でも大型作品展示＆ウインドチャ
イムと光る笛の竹のワークショップ等を開催
しました。地域資源として竹の有用性と美的
な可能性を広げた展示となりました。

〇ファミリーペイントフェスタ
逗子文化プラザホール市民交流センター

フェスティバルパークで開催されたファミ
リーペイントフェスタは、家族で楽しめるアー
トとグルメのフェスティバル。子どもと一緒
に、10ｍの大きな紙に絵の具を使って自由に
ペイントアートを楽しみました。会場内には
グルメ＆ピクニックエリアも設置しました。

〇ラップで、ココロカロルクfrom逗子
参加者が精神科医ラッパーから教わりなが

ら自分のラップを作るワークショップと、ラ
イブパフォーマンスの２部構成。現役ラッパー
や地元アーティストの参加や、市長が出した
お題を基にしたラップの披露もあり、笑顔あ
ふれるイベントとなりました。

〇自由企画
逗子市内在住、在勤、在学の方を対象とし

て募集し、文化・アート活動の発表の場とし
て集まった「自由企画」は全８企画。それぞれ
が市民生活に即した企画で、アートフェスティ
バルらしい盛り上がりに花を添えました。
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スポーツの祭典2024
（スポーツ都市宣言40周年＆市制70周年記念）

10月20日（日）、子どもや高齢者、障がいの
ある人も、誰もが気軽にスポーツを楽しむこ
とができるイベントとして、逗子市スポーツ
の祭典を逗子アリーナ及び第一運動公園で開
催しました。

当日は素晴らしい秋空の下、延べ2574人が
参加しました。

＜主な実施メニュー＞
元プロサッカー選手永里源気さんのサッカー教室
10:10～12:20

元プロサッカー選手永里源気さんをお招き
し、サッカー教室を開催。

プロサッカー選手の姿が間近で見られ、か
つ直接指導も受けられたことで、参加した子
どもたちも大喜びでした。

大谷翔平選手寄贈グローブによる
キャッチボール
10:10～12:30

大谷翔平選手から寄贈されたグローブを使
用したキャッチボールを開催。

横 浜DeNAベ イ ス タ ー ズOB、 逗 子 シ ニ ア
出身の加賀美希昇さんを講師として一緒に
キャッチボールをしました。

みんなでラン＆ウォーク
10:30～12:00
13:00～14:30

障がいの有無や種類に問わず目が見えにく
いなどのために単独歩行・単独走が困難な人
も一緒に楽しく歩いたり走ったりします。伴
走伴歩が初めての方でも、講習会があるので
安心して参加できました。

e-スポーツ「太鼓の達人」
10:00～12:30

e-スポーツ「太鼓の達人」では、認知機能の
維持向上が期待されます。

音楽や画面に合わせて太鼓をたたいて、心
も体もスッキリしました。

じゃんぷ・じゃんぷ・じゃんぷ
13:00～15:00

長縄の８の字跳びを、２分間で跳べた回数
を競います。

参加した子どもたち全員で声掛けをしたり、
みんなで跳んだ回数を数えたりしてにぎやか
に盛り上がりました。

健康麻雀
10:00～12:00
13:00～15:00

常に変わり続ける状況で適切な選択をする
必要がある人気頭脳ゲーム。指先を使うこと
で脳を活性化させる効果もあります。初心者
用の体験コーナーもあり、楽しく健康麻雀に
挑戦できました。

10/20
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ピックルボール　
10:00～11:30
13:00～15:00

発祥の地アメリカでは、テニス人口を超え
るほど大人気の球技スポーツ。

誰でも簡単にラリーできるので、みんなで
楽しむことができました。

毎日の体調管理相談会
10:00～15:00

大 製薬株式会社の方をお招きし、高齢者
のフレイル予防のチェックや、毎日の体調管
理、免疫向上の相談会を実施しました。

自分の体の状態と向き合う機会になりまし
た。

赤ちゃんハイハイレース
13:00～14:00

赤ちゃんがハ
イハイしてゴー
ル を 目 指 し ま
す。

見ている大人
も赤ちゃんのか
わいさに癒され
ました。

幼児パカポコレース
14:00～15:00

逆さにした紐付きカップに片足ずつ乗せ、
手足を上手に動かしてパカポコ歩きます。

子どもたちは元気にパカポコ走って楽しそ
うでした。

スポーツの祭典2024連動企画　野球教室
12月１日（日）　10:00～12:00

スポーツの祭典2024の連動企画として野球
教室を開催しました。

横浜DeNAベイスターズのOB清水 宏悦内野
手、齊藤 明雄投手、横
谷 彰将外野手、竹下 浩
二投手を講師として投
球、守備、打撃につい
て 指 導 し て い た だ き、
子どもたちも大喜びで
した。

3033運動キャンペーンブース
10:00～15:00

握力測定で自分の体力のチェックが簡単に
できます。神奈川県では１日に30分、週３回、
３ヶ月間運動を継続する「3033運動」を推奨し
ています。
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第46回逗子市民まつり

10月20日（日）、池子の森自然公園400ｍト
ラックにて第46回逗子市民まつりが開催されま
した。2019年度（令和元年度）までは第一運動
公園が会場でしたが、コロナ禍の休止を経て、
2022年度（令和４年度）から池子の森自然公園
に会場を移し、今年で３年目となりました。

逗子市民まつりは、1977年（昭和52年）に始
まった、大人から子どもまで楽しめる逗子最
大規模のイベントです。市内30以上の団体及
び市民が参加する逗子市民まつり実行委員会
が、約半年かけて企画を練って準備し開催し
ています。逗子市制70周年記念事業となる今
年は、「海が好き　山が好き　逗子が好き おい
でよ池子の森へ！」をキャッチフレーズに、20
企画以上の催しと83店の出店があり、約２万
人の来場者で賑わいました。また、スポーツ
の祭典も同日開催され、スタンプラリーなど
の連携企画が実施されました。

当日はプレオープニングに聖和学院幼稚園
マーチングバンドが登場し、微笑ましい幕開
けとなりました。メインステージでは、ZUSHI
ダンスフェスタや久木中学校吹奏楽部による

演奏などのパフォーマンスが行われ、多くの
子どもたちが日頃の練習の成果を披露しまし
た。フィナーレは市内各地域から５基の神輿
が会場に集結するみこしパレードが行われ、
まつりを大いに盛り上げました。

会場では実行委員による子ども向け体験企
画をはじめ、スポーツ団体によるニュースポー
ツ体験、福祉団体によるPR活動、行政コーナー
などが展開されました。逗子のいいもの、お
いしいものを集めた逗子みやげまつりも市内
商工事業者を中心に開催され、出会いと交流
の場となりました。また、消防車両やパトカー、
白バイ等の展示が行われ、特に子どもたちへ
の消防服の着用体験は長蛇の列ができていま
した。在日米軍による米軍消防車両の展示や
米軍グッズ、ハンバーガー等の販売も人気で、
日米交流の機会にもなりました。

今年も事務局である逗子市商工会を中心に
多くの市民・団体の尽力のおかげで、大きな
事故もなく盛大に開催され、市民がふれあい、
参加するまつりとなりました。

約２万人の来場者で賑わう400ｍトラック

商工会青年部による子ども体験型企画
「ふしぎサイエンスラボ」

市内各地域の神輿が400ｍトラックに
集結したみこしパレード

10/20
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市制70周年記念講座　
ふるさと逗子の歴史を知ろう

市制70周年を迎えた今年、身近な地域に親
しむきっかけづくりとして、逗子の歴史や文
化財、文学などをテーマに、４回にわたる記
念講座を市民交流センター会議室で開催しま
した。

第１回は10月21日（月）、藤井淑
ひで

禎
ただ

さん（立
教大学名誉教授）による「田越川河口の物語 －
徳冨蘆花・『自然と人生』と『不如帰』－」。徳
冨蘆花が逗子で執筆した代表的な二つの傑作
と田越川河口という場所の密接な関係につい
て、具体的な情景を思い浮かべつつ親しみや
すく解説されました。

第２回は10月28日（月）、伊藤一美さん（逗
子市文化財保護委員）による「逗子の『中世』を
あ る く …「 つ じ 」か ら「 づ し 」そ し て「 逗 子 」
へ…」。人の往来を表すキーワード「つじ」をも
とに、豊かな歴史と文化を持つふるさと「逗子」
の古代から中世の世界について、今に残る地
名や地形を手掛かりに案内していただきまし
た。

第３回は11月７日（木）、相澤正彦さん（成城
大学名誉教授・逗子市文化財保護委員）による

「新指定市文化財/釈迦の入滅を描く延命寺涅
槃図をめぐって」。涅槃図のさまざまな類例と
の比較や時代毎の変遷を解説しながら、2023
年度（令和５年度）に新しく市文化財指定され
た延命寺涅槃図の特色や価値について語って
いただきました。

第４回は11月14日（木）、塚越俊
とし

志
ゆき

さん（東
洋大学・東京都市大学非常勤講師）による「古
記録に見る逗子の近世－検地・寺社・海防を
中心に－」。市内の旧家や寺院などに残された
古文書をもとに、主として近世（江戸時代）に
起こったできごとや資料から見えてくる各地
域の特性などが紹介されました。

全４回で延べ106名の方々が参加され、質疑
応答を含めて皆さん熱心に聴講されていまし
た。日ごろ暮らしている地域のことを少し詳
しく知ることができた今回の企画は、市総合
計画に掲げる取り組みの方向のひとつ「ふるさ
との遺産をまもりつないでいくまち」に沿った
ものとして好評をいただきました。

10/21・10/28・11/7・11/14
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スマイルハロウィン

体験学習施設スマイルでは、10月27日（日）
に「スマイルハロウィン」を開催しました。

当日は施設全体及び第一運動公園内の京急
電車を使い様々なコーナーを設けました。

スタジオ前のプール入り口前にメインス
テージを設け、スマイルボランティアクラブ
による手話歌をはじめ、様々なジャンルの演
奏が行われました。午後からは仮装コンテス
トが行われ25組の出演者が出場し、審査員の
市長や教育長らの前で個性豊かなパフォーマ
ンスが披露されました。

スポーツルーム内では、子ども縁日やアー
トのワークショップが、外では逗子葉山建築
組合青年部による木工コーナーが行われ、子
どもたちが集中して楽しむ姿が見られました。

アトリエ周辺にはフードコートを設け、逗
子市内や近隣市町で人気の飲食店が出店し、
時間帯によっては行列ができるほど大好評で
した。

京急電車は骸骨やコウモリなどの装飾が施
されたゾンビ電車に変身し、電車の中ではゾ
ンビに扮したスマイルハロウィン実行委員の

迫真の演技に悲鳴が途切れませんでした。
また、スタンプラリーを実施し、５か所の

スタンプを集めた先着200名にお菓子をプレゼ
ントしました。

逗子市制60周年の年にオープンした体験学
習施設スマイルは10周年を迎え、毎日たくさ
んの子どもたちが遊びに来ています。今後も
様々なイベントやスマイル講座の開催、SNS
での発信など時代に合わせた工夫で、子ども
たちにとってさらに魅力ある施設を目指した
いと思います。

10/27
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逗子市立小・中学校　図工・美術作品展

12月５日（木）～16日（月）「第21回逗子市立
小・中学校　図工・美術作品展」が逗子教育研
究会（図工美術部）主催で開催されました。作
品展は毎年、市立小・中学校に在籍する小学
校１年生から中学校３年生までの児童生徒が、
学校の図工や美術の時間に創作した作品を逗
子文化プラザホールギャラリーに展示し、多
くの市民の方に来場・鑑賞いただき好評を得
ています。

今年度は市制70周年の節目に合わせ、自分
たちが暮らす「逗子」をテーマに多くの学校が
作品づくりに取り組みました。

遠足の楽しさが伝わる「池子の森遠足」、海
の生き物を描いた「小坪水族館」、児童が感じ
た逗子の魅力を「逗子オリジナルTシャツ」や

「おもしろかんばんやさん」で表現したものも
ありました。中学生は、逗子の良さや季節を
意識した「和菓子」を粘土で表現していました。

自然豊かな逗子の小・中学校での学びは、
豊かな感性や情操を養っています。子ども一
人ひとりが、自分らしさを表現し、つくる喜
びを感じていることがどの作品からも伝わり、
地域性や学年ごとの学びを感じることができ
ました。

来場者からは、「逗子の魅力を子どもたちの
作品から教わりました。」「逗子市で育った子ど
もたちの作品が一堂に会すことで、感性の育

ちも見られ
て楽しいで
す。」な ど
のご感想を
いただきま
した。

また、例
年より会期
を 延 長 し、
土日も実施
し た こ と
で、2,600
名を超える
方に来場い
ただきました。多くの方に作品を鑑賞いただ
き、フィードバックをもらえたことは子ども
達にとっても、教員にとっても価値あるもの
となりました。

逗子市立小・中学校では、これからも地域
社会と連携・協働して社会に開かれた教育を
進めて参ります。そして、新しい時代に求め
られる資質・能力を子どもたちに育んでいき
ます。

最後になりましたが、開催にあたっては多
くの保護者ボランティアのみなさんにご協力
をいただきましたこと、感謝申し上げます。

12/5～12/16
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ふれあいフェスinずし2024

ふれあいフェスinずし2024は、逗子市と交
流・ふれあい事業実行委員会の共催で障害者
週間（12月３日（火）～12月９日（月））中の12月
７日（土）に、逗子市立体育館（逗子アリーナ）
で開催されました。

このイベントは、体験・交流を通してここ
ろのバリアフリーを実現し、障がいのある人
もない人も誰もが分け隔てられることなく、
地域で安心して自分らしく暮らし続けること
のできるまちづくりを目指すものです。2018
年度（平成30年度）から開始し、新型コロナウ
イルス感染症による中止を挟んで、今回で５
回目の開催となりました。

当日は、障がい者団体、福祉事業所、市民
グループなど21団体が参加し、車いすバスケ

やボッチャなどのパラスポーツや、要約筆記、
点字、手話、難聴、発達障がいなどの体験イ
ベントが行われました。ほかにもクリスマス
ツリー飾り付け、手話絵本読み聞かせ、スマ
ホ相談会などのブースも出展されました。ま
た、ふれあいマーケットとして、菓子、弁当、
雑貨などの製作品の販売が行われ、屋外では
キッチンカーでの飲食販売、ミニ消防車展示
や子ども用防火衣の着衣体験も実施されまし
た。

多くの方の協力のもとに開催されたふれあ
いフェスinずし2024は402人の方が参加し、団
体同士の横のつながりも図られ、盛会の中で
無事終了することができました。

12/7
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第３回ビブリオバトル

12月21日（土）に第３回ビブリオバトルを開
催しました。過去２回は図書館内で開催して
いましたが、今回は市制70周年を記念し、文
化プラザさざなみホールで開催しました。

「ビブリオバトル」とは、発表者（バトラー）
が自分のお気に入りの本を５分間で紹介、観
覧者との質疑応答後に「一番読みたくなった
本」に参加者全員が投票し、最多票を集めた

「チャンプ本」を決めるイベントです。また、
読書の楽しさをいろいろな人と共有できるこ
とがビブリオバトルの醍醐味です。

一般募集でご応募いただいた様々な年代の

９名のバトラーが緊張感の漂う中、40名近く
の観覧者に向け素晴らしいプレゼンテーショ
ンを披露し、観覧者からの質問にも堂々と答
えている姿には感心させられるばかりでした。

イベント終了後バトラーからは、「自分の思
いや考えを伝えることは難しかったが、良い
経験になった」「次回も是非参加したい」などの
感想が寄せられました。また、観覧者からは「本
の持つ魅力を感じた。今度は自分もバトラー
として伝えてみたい」といった次回へつながる
反響もありました。

当日紹介された本（★はチャンプ本に選ばれた本）

第１部
・『この夏の星を見る』　辻村深月／著　KADOKAWA
・『本好きの下剋上』　香月美夜／作　 椎名優／絵　TOブックス
★「桃太郎」　芥川龍之介／著　
・『死んだ山田と教室』　金子玲介／著　講談社
・『アリスとテレスのまぼろし工場』　岡田麿里／著　KADOKAWA
第２部
・『日露戦争、資金調達の戦い－高橋是清と欧米バンカーたち－』 板谷敏彦／著　新潮社
・『利己的な遺伝子利他的な脳』　ドナルド・Ｗ.パフ／著　 福岡伸一／訳　集英社
・『記者、ラストベルトに住む－トランプ王国、 冷めぬ熱狂－』　金成隆一／著　朝日新聞出版
★『おきざりにした悲しみは』　原田宗典／著　岩波書店

12/21
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令和７年逗子市消防出初式

2025年（令和７年）１月
11日（土）、新春恒例の消
防出初式を市制70周年記
念と冠して開催しました。

新型コロナウイルス感
染 症 や 令 和 ６ 年 能 登 半
島 地 震 の 影 響 に よ っ て、
2020年（令和２年）に開催
して以来５年ぶりの開催
となった今回の消防出初
式は、各種表彰の他、逗
子開成高等学校和太鼓部
による和太鼓演奏、消防
署による救助演技、消防
団による消防操法に加え、
消防署、消防団及び特別参加の米海軍池子消
防隊による７色の一斉放水を行いました。

さらに、湘南ビーチFMパーソナリティー・
森川いつみさんの進行ナレーションのほか、
式典中の写真撮影や記録には、県立逗子葉山
高等学校写真部にご協力いただき、70周年の
節目を飾る華やかな式典となりました。

また、出初式当日は天候にも恵まれ、お子
様連れを中心に約1,000人の来場があり、特に

７色の一斉放水については、ご来賓をはじめ
多くの方々から称賛のお言葉をいただくこと
ができ、市民の防災意識並びに消防職団員の
士気及び団結をより一層高めることができま
した。

これから先も、災害に強いまちづくりと市
民の安全安心を守るため、消防職団員が一丸
となり、消防力の強化に努めて参ります。

         

1/11
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第72回逗子市内一周駅伝競走大会
（スポーツ都市宣言40周年＆市制70周年記念）

毎年お正月に行われる逗子市内一周駅伝競
走大会は、今年72回目を迎え、地域対抗13チー
ム、団体対抗27チーム、合わせて40チームが
参加しました。

現役の箱根駅伝出場ランナーが走るなど、
ハイレベルな競争が繰り広げられました。

交通事情により、公道を使用しての駅伝大
会が年々難しくなる中、第70回大会から選手
の参加資格は、３㎞以上の距離を１㎞平均４
分30秒以内で走りきる力が必要となりました。
第71回大会からは、第一運動公園をスタート・
ゴールとする周回コースから、池子の森自然
公園400ｍトラックをスタートし小坪海浜公園
横をゴールとする全長21.7km（５区間）のコー
スに変更となりました。

また、本大会で活躍した選手が中心となり
逗子市代表メンバーとして、同年２月に開催
された第79回市町村対抗「かながわ駅伝」競走
大会に出場し、過去最高となる第８位入賞（出
場29市町村中）を果たしました。

主催　逗子市教育委員会、
　　　公益財団法人逗子市スポーツ協会
主管　逗子市陸上競技協会
後援　朝日新聞社、ＡＳＡ逗子・葉山、
　　　ＡＳＡ東逗子・追浜
　　　横浜銀行、日刊スポーツ新聞社
協力　逗子警察署、
　　　逗子市スポーツ推進委員協議会、
　　　逗子市交通安全協会、
　　　逗子・葉山アマチュア無線クラブ

結果
　地域対抗　優　勝　小坪Ａ　
　　　　　　準優勝　池子Ａ　
　　　　　　３　位　久木Ａ
　団体対抗　優　勝　Beyond Zushi A
　　　　　　準優勝　RUNNING ZUSHI A
　　　　　　３　位　逗子開成Ａ

逗子和太鼓SCHOOLによる
力強い演奏が選手達を鼓舞しました。

かながわ駅伝に出場した選手、
サポートメンバー、監督などの

集合写真です。

桐ケ谷市長のスターターピストルを合図に一斉にスタートしました。

1/12
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二十歳を祝うずしの集い

2025年（令和７
年）１月13日（月・
祝）に逗子文化プ
ラ ザ な ぎ さ ホ ー
ルにて「二十歳を
祝うずしの集い」

（旧成人式）を開
催しました。

法 改 正 に よ り
成人年齢が18歳に引き下がりましたが、逗子
市では対象年齢を20歳とし、「二十歳を祝うず
しの集い」を実施しています。

この「二十歳を祝うずしの集い」は、20歳に
なる者で構成される「二十歳を祝うずしの集い
実行委員会」により企画・運営を行いました。

本年度は式典前に卒業アルバムのスライド
ショーを上映しました。懐かしい写真に参加
者 の 目 は ス ク
リーンに釘付け
でした。

第一部の式典
は、市長の式辞、
市議会議長の祝
辞、二十歳代表
の 言 葉 と 続 き、
二十歳の集いら
しい厳かな雰囲
気の中、式は進
行しました。

第二部のアト
ラクションに移り、恩師のビデオメッセージ
を上映しました。お世話になった先生方の登
場により、会場からは歓声が上がり、大いに
盛り上がりました。

最後にお楽しみ抽選会が行われました。会
場で配られた封筒に記載された抽選番号を使
用して抽選を行い、ディズニーランド等テー
マパークのペアチケットを始め、黒毛和牛ギ

フト、市内商店のお買物券など実行委員が考
えた景品を当選者に渡しました。当選された
方はとても喜んでいました。

今回の二十歳を祝うずしの集いの対象者数
は501名、 参 加 者 は430名 で し た。 参 加 率 は
85.8％と、ここ10年間で最も参加割合が多い
結果となりました。式典を行っている間、さ
ざなみホールではなぎさホールの様子を生中
継し、こちらも多くの保護者の皆さんに観覧
していただきました。

この二十歳を祝うずしの集いは、実行委員
の準備だけでなく、青少年指導員による協力
及び地元企業等の協賛により成り立っていま
す。今回は、逗子ポイントカード事業協同組
合様、公益財団法人逗子市スポーツ協会様、
株式会社スズキヤ様、有限会社逗子ぬくもり
の家様にご協賛いただきました。

ご協力いただいた青少年指導員の皆様、協
賛企業の皆様に感謝するとともに、今後も実
行委員を中心とした地域で作り上げる二十歳
の集いを執り行っていきたいと思います。

1/13
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市制70周年記念
景観広報誌「瓦版」から始まる景観づくり

2025年（令和７年）１月25日（土）市制70周年
を記念して、NPO法人逗子の文化をつなぎ広
め深める会と共催し、逗子文化プラザホール
にて景観広報誌「瓦版」から始まる景観づくり
と題した、景観シンポジウムを開催しました。

逗子文化プラザさざなみホールにて開催し
た景観シンポジウムは、第１部の「第２回まち
なみデザイン逗子賞」の表彰式で、逗子市景観
条例の表彰制度に基づき、条例の手続きを行

い完成した３件
と、一般募集に
応 募 さ れ た「 ま
ち な み デ ザ イ
ン逗子」実践ス
ポットから選出

した４件を認定・表彰し、授与者それぞれの
まちづくりへの思いを伺いました。第２部は
会場一体型トークインとして、今までとこれ
からの逗子の景観について、グループごとに
話し合ったあ
と全体で意見
を共有しまし
た。 第 １ 部・
第２部それぞ
れ に お い て、
関東学院大学

名誉教授水沼淑子氏に講評をいただきました。
来賓と多数の一般参加者が一体となり、逗

子の歴史的なまちなみを含めた景観について
継承発展させていくこと、また商店街などま
ちなかも含めて、これからの逗子が暮らしや
すいまちとなるために、今私たちができるこ
とを共有した70周年の節目となる景観シンポ
ジウムとなりました。

またこの前後の期間となる１月23日（木）か
ら26日（日）は、市民ギャラリーにてこれまで
発行した「瓦版」と「逗子文化の会ニュースレ
ター（会報）」や「第２回まちなみデザイン逗子
賞」とその他の逗子市の景観に関する資料の展
示を行い、多くの方に観賞していただきました。

1/23～1/26
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消防・防災フェア2025 in 逗子

2025年（令和７年）３月２日（日）第一運動公
園自由運動広場において、市制70周年記念 消
防・防災フェア2025in逗子を開催しました。

これは春の火災予防運動の一環として、子
どもから大人まで幅広い世代を対象に火災予
防思想の啓発を図ることを目的として開催し
たイベントです。

当日は、火災時における煙の怖さを体験す
る煙体験ハウスや、住宅用火災警報器の必要
性を理解してもらうブースを設置し、大勢の
方に火災予防に関する注意点を学んでいただ
きました。

子ども達には、はしご車やミニ消防車の乗
車、防火服の着装及びロープ渡りなどを体験
してもらい、楽しみながら消防・防災につい
ての関心を高めてもらいました。

また、今回は市制70周年を記念し、前回に
比べ、陸上自衛隊やライフライン関連などの
ブースを拡充し、大規模災害時における防災
に関することを数多く習得していただける良
い機会になりました。

今後、さらに多くの市民の方々が参加でき
るイベントを展開していきたいと思います。

3/2
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市制70周年　
第15回　ツール・ド・逗子2024

自転車を楽しむ風土づくりの一つとして始
まった「ツール・ド・逗子」。逗子市民や三浦
半島在住の方々、三浦半島外の皆さまにも楽
しんでいただけるポイントラリー形式のイベ
ントで、今年で15回目を迎えました。

逗子と近隣のポイントを巡る10km程度の
コースや、太平洋岸自転車道を利用した三浦
半島を巡るロングコースまで、ご自分でポイ
ントを選んでご自身のレベルに合ったお好き
なコースを設定し、例年150名ほどの皆さま
が思い思いに自分のペースで楽しめる、誰も
が気軽に参加できるイベントとなっています。
徒歩で参加する方もいらっしゃいます。

今年は市制70周年記念で、市との共催事業
として実施。ポイントを周ってゴールした方

にオリジナルリフレ
クターをプレゼント
しました。ローカル
でじわじわと人気が
高まっている「歩行
者と自転車を優先す
るまち」ステッカー

のデザインを採用し、裏面には市制70周年の
ロゴマークが施されたつくりになっています。

開催日の６月２日（日）は、雲が優勢のスッ
キリしない空模様で、ムシムシとした厳しい
暑さの一日でした。午後は雨が強く降る場面
もありましたが、ポイントラリーには約100名
が参加し、開催会場の亀岡八幡宮にも約200名
と多くの方々に来場いただきました。

逗子はまち自体が比較的コンパクトで、主
要なものはすべて駅周辺でそろいます。その
ような風土もあり、自転車が重要な移動手段
の一つとなっていることから、「歩行者と自転
車を優先するまち」をめざした取り組みを進め
ています。

逗子が位置する三浦半島も、豊かな自然環
境に恵まれ、観光スポットが点在しているこ
ともあり、これからも自転車を利用した地域
の楽しみ方を創出していければと考えていま
す。

6/2　歩行者と自転車のまちを考える会
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リーディングシアターZUSHI × 子どもリーディングシアター
ワークショップと朗読公演「逗子から生まれた物語」

ワ�ークショップ：2024年（令和６年）６月から
2025年（令和７年）１月まで

公演：2025年（令和７年）１月12日（日）
　13:30開演　逗子文化プラザなぎさホール
主催：クリップボード

逗子はゆかりの作家が多く、逗子が登場す
る作品もたくさんあります。それらを市民が
朗読で結び、逗子を旅するような舞台作品を
創作しました。半年に渡り、本と人に楽しく
向き合うワークショップを開催。地域の財産
と人々が融合し繋がる、文化的にも意義のあ
る企画となりました。

〈ワークショップ〉
朗読経験者から初めての方まで、小学１年

生から70歳代の老若男女46名が集い、ワーク
ショップと練習を開始。指導は逗子在住の俳
優・演出家、井上奈保未が担当。イギリスの
演劇手法を取り入れたゲームや、想像力を使っ
た本読み等、参加者同士コミュニケーション
をとりながら、それぞれの個性を引き出し合
う、笑顔溢れる活動となりました。逗子が登
場するページに親しみを感じながら読み進め、
皆、声や表情が豊かになりました。

〈公演〉
多くの観客が見守るなか幕が開きました。

第一部は、市長挨拶、元NHKエグゼクティブ
アナウンサー榊寿之さんの基調講演と「なぎさ
ホテル」（伊集院静著）朗読。そして、子どもた
ちが、逗子市手づくり絵本コンクール優秀賞
受賞２作品を読み聞かせ。呼吸をあわせて登

場人物の気持ちを声や動きで表現し、舞台上
に映像演出を加え、カラフルな絵本の世界を
お楽しみいただきました。

第二部は、大人チームが登場。「きことわ」
（朝吹真理子著）や「無言」（川端康成著）など逗

子が登場する作品からシーンを抜粋。市内で
撮影した写真を投映し、風景や人の営みを朗
読で表現しました。最後に泉鏡花原作「海神別
荘」を読みつないで披露。プロの和楽器奏者や
オペラ歌手、舞い手がゲスト出演して盛り上
げ、美しい映像と共に舞台上に幻想的な海底
の世界を出現させ、幕を下ろしました。

クリップボードは、文化・芸術の力を人々
の生きる力とするため活動し、逗子や葉山、
各地の学校や企業などで、多数のコミュニケー
ションや人材育成の講座を開催しています。
今後も人々の幸せと
子供たちの将来のた
め、活動していきた
いと考えています。

1/12　クリップボード

公演写真撮影：長越晃子

演出・脚本：井上奈保未
映像演出：MICHI
出演：青木結音 天野あかり 石垣
瑠奈 市川ゆい 植田碧海 遠藤帆香 
梶木乃華 小寺夏葵 齊田芽沙 坂
本七海 柴田かの 谷崎慶乃 土谷碧 
土谷光璃 出張世奈 出張愛奈 西
村伊代 橋口湊 藤井詩 松山杏沙柊 
三星日文 山田波路 吉永紗子 渡辺

陽哉 石﨑和子 石津秀道 金子ハナ
子 菊地久美 小須田博司 小林久美
子 佐久間哲 潮村由紀子 須長美保
子 鷲原絵里子 田中祐子 塚田まゆ
み 西村慕子 福田寿枝 藤崎晶子 
松田真美  馬島浩子 宮本眞美 山
野円 渡邉澄枝
特別出演：増田いずみ はんな 
井上公平
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逗子市市制70周年記念
アマチュア無線局（8J1Z）の運用

アマチュア無線局には世界で一つのコールサ
イン（呼出符号）が国から与えられます。日本の
場合は “Ｊ” か “７” で始まる６ケタになりますが、
特別なイベントに限り “８” で始まるコールサイ
ンをもらうことができます。これは大変珍しく、
ひとたび電波を出せばたくさんの呼び出しを受
けます。

逗子・葉山アマチュア無線クラブでは、逗子
市市制70周年記念局「8J1Z」というコールサイン
をいただき、国内各所に移動し、たくさんのア
マチュア無線家と交信しました。８月24日（土）
と25日（日）には有明GYM-EXで開催された「アマ
チュア無線フェスティバル ハムフェア2024」に
ブースを出展し、延べ45,000名の皆さんに逗子
市のPRを行いました。交信した相手にはQSLカー
ドと呼ばれる交信証明書を発行しますが、逗子

市の写真と説明文を印刷してお送りし、また、
規定の交信をクリアすると申請できるアワード
といわれる賞状も発行しました。期間中15,899
局の皆さんと交信することができました。国内
で活発に運用している局数は不明ですが、日本
アマチュア無線連盟の会員数（約53,000名）をそ
れと考えると、３割近い方に逗子市が良いまち
だと知っていただくことができたと思います。

4/21～1/31　逗子・葉山アマチュア無線クラブ

『あなたと私の逗子の文学』展

「逗子の文学を学び広める会」は、逗子の文学
に関心のある市民が集まり、横須賀線が開通し
た明治中頃の別荘時代から現在まで、逗子の近
現代文学の豊かな歩みを掲載した文学年表づく
り（デジタル編集）に取り組んでいます。

より多くの方々に逗子の魅力のひとつである
「逗子ゆかりの文学」を知ってもらいたく、市制

70周年記念事業に参加し、４月26日（金）～29
日（月・祝）の４日間、『あなたと私の逗子の文学』
展を市民交流センターで開催しました。

逗子にゆかりのある作家や作品をできるだ
け網羅する年表にしていきたいことから、大
型モニターに映し出した文学年表はあえて編
集過程のものを公開。逗子の文学碑・散歩道
マップなども展示したことで、多くの皆さん
にお立ち寄りいただき、アンケート調査のほ

か、逗子と文学についての様々な情報、それ
ぞれの想いを直接伺うことができました。

図書館などの協力を得たこの事業を契機に、
逗子市と図書館の公式サイトともリンクし、
年表の相互公開も実現しました。

これからも新たな情報や調査をもとに定期
的に更新し、大切な逗子の文化資源として未
来につないでいきたいと考えています。

逗子ゆかりの
文学年表

1889～2024

4/26～4/29　逗子の文学を学び広める会
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四季を感じる植物たちの寄せ植え

四季を感じる植物たちの寄せ植え（アトリエ
ミモザ＆ローズ主催）は、四季折々の植物の
寄せ植えづくりを通して、植物の知識やいの
ちを育む大切さ、デザイン・色彩感覚の発揮、
作品を完成させる喜びの涵養を目的として、

５月から翌１月まで（８月除く）の毎月第２木
曜日に開催しました。

心を込めて制作した作品は、出来栄えに関
わらず、作品そのものが愛おしく感じられ、
心が癒されるひとときとなりました。

観葉植物の寄せ植え講座の様子

講座受講の方の作品
（秋の実のついた植物）

5/16・6/13・7/11・9/12・10/10・11/14・12/12・1/16　アトリエミモザ＆ローズ

第３回 昭和歌謡祭

６月２日（日）に、逗子文化プラザさざなみ
ホールにおいて、「第３回昭和歌謡祭」を開催
しました。当日は11:00～17:30の６時間で60
曲を生バンドの演奏で、懐かしい70年代から
80年代の昭和歌謡を会場の皆さまと一緒に歌
い、大いに楽しむことができました。５組の
ゲスト出演もあり、のべ200名の方にお越しい
ただきました。

6/2　逗子昭和歌謡サロン
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七夕ファッションショー　
〜七夕の日に良き想いでを〜

７月７日の七夕の日、「スマイル」では素敵
なファッションショーが開催されました。

モデルは70歳以上のシニアが中心ですが、
小学生モデルの皆さんがシニアモデルを優し
くエスコート。シニアの女性モデルが纏うの
は、一枚の布地を切らず、縫わず体に合わせ
る魔法のようなドレスです。それだけで十分
華やかなオートクチュールですが、モデルの
皆さんの笑顔が、会場をパリコレ以上に盛り
上げていました。

ゲストモデルとして50年以上連れ添ったご
夫婦が出演。織姫・彦星のようにお二人仲睦
まじくランウェイを歩かれる姿に、会場から
は割れんばかりの拍手が送られました。

最後はカーテンコールの代わりに、会場が
一緒になって「七夕の歌」を踊り付きで歌う素
敵な演出でフィナーレとなりました。

「これまでは、こうした舞台に立つことは少
なかった」とシニアモデルの方もお話しされて
いましたが、これからも元
気に過ごされ、市制100周年
を迎えた暁にはOver100歳の
モデルとして、再度、ラン
ウェイを元気に歩いていた
だきたい。そんな気持ちに
なるショーでした。

7/7　ほほえみドレス

テルミンとフラメンコギターの調べ

６月23日（日）文化プラザさざなみホールに
おいて、市制70周年記念事業市民企画として
開催されました。131人のお客様の中には市外
からいらした方も多く、この機に逗子のまち
や海を散策されるなど、逗子の魅力を満喫さ
れました。テルミンの大西ようこ、フラメン
コギターの東川翼は、共に逗子生まれの逗子
育ち。演奏会は「逗子市歌」から始まり、徳冨
蘆花など逗子ゆかりのエピソー
ドを交えながら、クラシックの
名曲を大胆なフラメンコアレン
ジ に し て 聴 い て い た だ き ま し
た。また、今回の演奏会のため
に、作曲家・清道洋一さんに委
嘱した作品「エル・バイレ」も初
演され、テルミンとフラメンコ

ギターの新しい境地を切り開く一助となりま
した。舞台には美術家・杵淵三朗さんの切り
絵を装飾し、さらに、その切り絵をスクリー
ンとして、映像を投影するなどの幻想的な演
出も話題となりました。主催のテルミンミュー
ジアムは、世界で唯一のテルミン専門のミュー
ジアムであり、今後とも逗子の地からテルミ
ン文化を世界に発信していきます。

6/23　テルミンミュージアム
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第12回　コンチェルト・カメリアローズ　
逗子市制70周年記念コンサート

「コンチェルト・カメリ
アローズ」は、2005年（平
成17年）の逗子文化プラザ
ホール開館を機に、同世
代の地元の音楽家を中心
に結成された音楽家のグ
ループで、これまで多く
の公演を開催してまいり

ました。９月16日（月・祝）に
開催した第12回目の自主公演
は、逗子市の市制70周年、かつ、
多くの著名な作曲家の「記念イ
ヤー」に当たったことから、「ア
ニバーサリー作曲家で祝うア
ニバーサリーイヤー」と題して
開催いたしました。

プログラムには、没後100年のフォーレ、プッ
チーニ、生誕150年のスーク、生誕100年の團
伊玖磨の各作品等に加え、今回唯一の現役の
作曲家となった生誕90年の水野修孝さん、さ
らに地元逗子にちなんで、逗子に居住してい
た生誕95年の矢代秋雄さんの作品を取り上げ、
バラエティに富んだプログラムを多くのお客
様にお楽しみいただくことができました。現

在も市内にご在住の矢代若
葉夫人にご臨席いただくこ
とができたことも特筆すべ
きことでした。

これからも地元逗子を拠
点に、皆さまに喜んでいた
だける音楽をお届けしてま
いりたく思います。

海の日コンサート　一緒に歌い継ごう　日本の歌と心を
〜子どもも大人も共に逗子の自然に思いを重ねて〜

７月15日（月・祝）海の日に、逗子市民であ
りソプラノ歌手の石井はるかとピアニストのロ
ホマン真由美による音楽会「海の日コンサート　

一緒に歌い継ごう　
日本の歌と心を～
子どもも大人も共
に　逗子の自然に
思いを重ねて～」
を、結・yuiコミュ
ニティホールにて
開催しました。

「日本の歌を真
ん中に、プロの演奏家と、０歳から100歳まで
の多様な世代が集まり、歌を通して交流を持
ち、歌を通してふるさと逗子や逗子の自然に
想いをはせる・・」そんなつながりの生まれる

「場」となることを願って開催しました。
当日は「海」にちなんだ曲を、プロの演奏で

聴いたり、みんなで歌ったり、子ども達が前
に出て歌ったり、みんなが笑顔になれた温か
な会となりました。趣旨に賛同してくださっ
たたくさんのお客様、中には９か月の赤ちゃ
んとご両親、出演者石井はるかの102歳の祖父、
とまさに０歳から102歳の多様な世代で歌を
真ん中に集うことができました。市制70周年
を契機に、今
後も大切に育
てていきたい
会となりまし
た。

9/16　コンチェルト・カメリアローズ

7/15　日本の心を歌い継ぐ会
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逗子海岸ビーチバレー大会2024

10月６日（日）、逗子海岸東浜にて逗子市市
制70周年記念逗子ロータリークラブカップ逗
子海岸ビーチバレー大会2024が開催されまし
た。2004年（平成16年）に第１回大会が開催さ
れ、回を重ねるごとに参加チームも増え、今
年の参加は約230名、一般の部28チーム、中学
男子の部16チーム、中学女子13チームでした。
熱戦の結果優勝チームは、

一般の部　　：TENKAⅡチーム
中学男子の部：ニモの煮物チーム
中学女子の部：seaチーム

となりました。
逗子海岸は市民の大切な財産との共通認識

で、毎年トーナメントに先立ってビーチクリー
ン作戦（海岸清掃）を行っています。

10/6　逗子ロータリークラブ

コントラクトブリッジ・ZUSHI CUP
ミニブリッジ無料体験教室・ブリッジサロン

1 0 月 1 8 日
（金）19日（土）

の 両 日、 市 制
70周 年 市 民 企
画市民主催事
業「 コ ン ト ラ
クトブリッジ・

ZUSHI CUP」並びに「ミニブリッジ無料体験教
室・ブリッジサロン」を市民交流センターで開
催しました。

「コントラクトブリッジ・ZUSHI CUP」は一
日の競技会でしたが、ブリッジ連盟の広報誌
に掲載していただいたこともあり、遠く盛岡
や関東各県からも参加いただき、46ペア、92
人の大盛会となりました。

ミニブリッジ無料体験教室では、家族連れ

や友人同士など多くの方が参加され、初めて
のブリッジに目を輝かせながら取り組んでく
ださいました。

サロンは自由にブリッジを楽しめるコー
ナーでしたが、皆さんにゆったりとゲームを
満喫していただきました。

今後ます
ます逗子市
におけるコ
ントラクト
ブリッジの
輪が広がる
ことを願う
２日間とな
りました。

10/18・10/19　百合の会、Sophiaサロン
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逗子SDGs絵日記展

逗子市在住または逗子市が好きな小学生を
対象に、SDGsについて家族や友達と考えても
らう目的で、
・こんな逗子が好き
・未来がこうなればいいな
・私が大切にしていること
などをテーマとした絵日記を夏休みの期間中
に募集しました。

応募のあった全150作品を12月８日（日）か
ら１週間、逗子市交流センターで展示し、最
終日には市長賞や教育長賞のほか、地域企業
から表彰をするイベントを行いました。

イベントでは、小学生が地元の海の磯焼けに
ついて発表したほか、逗子開成中学高等学校や
湘南白百合中学校高等学校などの環境関連団体
がSDGsを楽しく体験できるブースを出店。

最後に桐ケ谷市長より「この絵日記展の効果
は、子どもたちが何を描くかを考える過程で、
社会の様々な問題を見る目が養われることだ
と思う。絵日記を描く挑戦をキッカケにあら
ゆるコトにナゼ？と疑問を持って深堀りして
判断する力をつけ成長することに期待してい
る。」と総評をいただきました。

12/8～12/15　逗子SDGs絵日記実行委員会

逗子市制70周年記念
「逗子第九フェスティバル演奏会」

逗子市市制70周年の節目の年に、コロナ禍
を経て８年振りに「逗子第九演奏会」が開催さ
れました。高らかにオーケストラバージョン
＋混声４部合唱による「逗子市歌」をオープニ
ングとして交響曲第九番（合唱）の演奏が始ま
りました。今回、合唱団はもちろん、オーケ
ストラも市民公募により集まった、経験豊富
な前澤均さんの指導・指揮（合唱指導：德永洋
明さん）による演奏会。当日はなぎさホール一
杯の来場をいただき、無事に演奏会を終える

ことが出来
ま し た。 観
覧いただい
た方からも
演奏者から
も素晴らし

い演奏会だったとの声を多くいただきました。
これも参加いただいた市民の方をはじめ多く
の関係者の方々の支援のお陰と感謝申し上げ
ます。これを機にさらに文化芸術の充実した
逗子を目指して活動を進めたいと思います。

12/28　逗子第九合唱団
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みんなで歌おう「逗子ゆかりの歌」「1950年代の歌」

2025年（令和７年）１月11日（土）逗子文化プ
ラザなぎさホールにて、逗子市市制70周年記
念 “みんなで歌おう「逗子ゆかりの歌」「1950年
代の歌」” を開催しました。

小坪在住のピアニスト飛松利子さんの演奏、
逗子高等学校卒業生の縁「ENISHI」のアンサン
ブル、災害被災地の復興支援活動をしている
逗子災害ボラバスターズバンドバスバンの演
奏、久木小学校合唱団の合唱、そしてうたご
え楽校メンバーと一緒に歌うコーナーと盛沢
山の内容でした。なんと久木小学校合唱団の
歌声に涙するお客様もいらっしゃいました。

湘南ビーチFMの森川いつみさんの司会で、
300名を超えるお客様と逗子市市制70周年をお
祝いしながらラストソング「花は咲く」で、感
動と笑顔いっぱいの会となりました。

1/11　逗子うたごえ楽校

市制70周年記念グッズの作製・販売
市全体で市制70周年を盛り上げるため、逗子市観光協会の協力のもと、

記念グッズを作製・販売しました。

※市制70周年記念グッズは、2025年（令和７年）３月末時点で販売を終了しています。
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第２部

主なできごと
2015－2024

Events from 2015 to 2024





主なできごと一覧 2015−2024

年度 できごと 所管課

2015～ 家庭ごみ処理の有料化とごみ処理広域化の推進 資源循環課

2015～ 安全で快適な海水浴場の運営と逗子海岸の活用 経済観光課

2015～ 地域自治の推進 市民協働課

2016～ フェアトレードタウン宣言とその取り組み 市民協働課

2016～ シティプロモーションの取り組み 企画課

2016 療育教育総合センターオープン、こども発達支援センター、教育研究相談センター業務開始 療育教育総合センター

2016～ 病院誘致から地域医療のあり方検討へ 国保健康課

2016～ 神武寺トンネル拡幅工事完了、開通 都市整備課

2017～ 緊急財政対策本部の設置と財政対策プログラムの実施 財政課

2018～ 東京オリンピック スペインセーリングチームとの交流 市民協働課

2019～ 新型コロナウイルス対応の経済対策 経済観光課

2019 令和元年台風15号、19号による被害 防災安全課

2019～ 頻発する崖崩れとその対応 都市整備課

2020 新型コロナウイルス感染症の感染拡大と対応 防災安全課・国保健康課

2020 逗子町分離独立70周年と銘板の寄贈 企画課

2021 山の根踏切の廃止 都市整備課

2021～ 10億円の寄附による給付型奨学金制度の創設 教育総務課

2021～ チャレンジ！逗子カーボンニュートラル2050 環境都市課

2022 逗子市男女平等参画及び多様性を尊重する社会を推進する条例の制定 市民協働課

2022 「温かくおいしい給食へ」中学校給食を食缶方式に 学校教育課

2023 逗子葉山高等学校の開校 執筆 企画課

2023 小児医療助成制度の拡充・無償化 子育て支援課

2023～ 小坪２丁目県有地の活用に向けた検討 緑政課

2023～ 令和６年能登半島地震の発生とその支援 消防本部・職員課

2024 高橋睦郎さん文化勲章受章記念講演会・市民栄誉賞贈呈式 秘書課・文化スポーツ課



家庭ごみ処理有料化の導入と
ごみ処理広域化の推進

家庭ごみ処理有料化と併用策
2015年（平成27年）10月に実施した家庭ごみ

処理有料化は、制度の目的と必要性、併用策
を含む制度設計の考え方について、市内各地
域で数多くの説明会を開催し、市民の皆さん
のご理解とご協力による大きな減量効果につ
ながりました。制度設計にあたっては、最終
処分につながる燃やすごみと不燃ごみのみを
有料とし、再生利用する資源物は無料にする
ことにより、燃やすごみと不燃ごみの排出抑
制効果と、資源物の分別促進効果を得ること
を基本的な考えとしました。

そのうえで、有料化と同時の併用策として、
分別区分を７分別から18分別に細分化し、無料
で出せる資源物の種類を増やすことで、相乗的
に分別が促進され、飛躍的に燃やすごみと不燃
ごみの減量が進みました。従前から有料戸別収
集の粗大ごみは、料金体系を見直し値上げをす

る一方で、１辺30㎝以上の基準を１辺50㎝以上
に緩和しました。加えて、新たに小型家電を無
料の資源物として分別収集の対象とすることに
より、それまで有料の粗大ごみであった小型家
電の多くが、月２回の収集日に無料で出せるよ
うになり、資源化が進みました。

これら施策と市民の皆さんのご協力により、
燃やすごみ・不燃ごみの計画上の減量目標
20％を大きく上回る減量効果と資源化率の大
幅な向上の達成とともに、資源ごみを含むご
みの総排出量の削減と大幅な経費削減効果が
得られました。

なお、有料化の実施に伴い、地域の清掃活
動や道路・ごみステーションなどの公共の場
所をボランティアで清掃したごみは、有料の
指定ごみ袋を使わずに無料で出せるよう「ボラ
ンティア清掃用ごみ袋」を交付しています。

家庭ごみ処理有料化導入前との比較

2015年（平成27年）の燃やすごみと不燃ごみの有料化以降、ごみの減量化と資源化が進んでいます。

燃やすごみ用・不燃ごみ用指定ごみ袋 ボランティア清掃用ごみ袋

2015年度（平成27年度）～
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広域の枠組みの再構築
家庭ごみ処理有料化と資源化拡大による焼

却量の大幅な減少を見据え、貴重なインフラ
ストックである既存焼却施設の余力を最大限
活用してスケールメリットが得られるよう、
広域の枠組みの再構築に取り組みました。

2018年度（平成30年度）から、地方自治法の
事務委託により、逗子市の焼却施設で葉山町
の可燃ごみ、葉山町のし尿処理施設で逗子市
のし尿及び浄化槽汚泥の共同処理を開始しま
した。これによる逗子市し尿処理施設の廃止
とあわせて、し尿収集と浄化槽清掃業務を委
託から廃棄物処理法の許可制に移行し、し尿
処理業務全体の合理化を図りました。葉山町
とは、2020年度（令和２年度）から容器包装プ
ラスチックの共同処理を開始し、現在は、葉
山町との生ごみの分別収集・資源化の共同処
理の準備を進めています。

また、2025年度（令和７年度）からは鎌倉市
の可燃ごみの一部を受入れ、共同処理を開始
します。

2020年度（令和２年度）に策定した鎌倉市・
逗子市・葉山町ごみ処理広域化実施計画に基
づき、さらなる広域処理を進めていくことと
しています。

年度
ごみ処理負担金収入 ごみ処理

負担金支出 財政効果額
（収入－支出）

可燃ごみ 容器包装
プラスチック

し尿・浄化槽
汚泥

2017 85,400,962 0 0 85,400,962
2018 201,153,218 0 1,699,469 199,453,749
2019 212,826,509 0 1,676,522 211,149,987
2020 217,588,448 22,100,221 1,502,281 238,186,388
2021 203,276,431 22,390,182 1,358,524 224,308,089
2022 210,263,567 19,035,965 1,470,026 227,829,506
2023 231,899,285 20,118,158 1,617,234 250,400,209
累計 1,362,408,420 83,644,526 9,324,056 1,436,728,890

これまでの広域処理による財政効果（単位：円）

※2017年度は可燃ごみの受入れ処理を試行
　（2017年７月～2018年３月）

ごみ処理施設の整備方針

○第Ⅰ期（2020年度～2024年度）
　（鎌倉市の焼却施設が停止するまで）

○第Ⅱ期（2025年度～2029年度）

○圏域における将来のごみ処理体制

※ 「鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化実施計画」
（2020年８月）による。
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安全で快適な海水浴場の運営と
逗子海岸の活用

本市最大の観光資源である「太陽が生まれた
ハーフマイルビーチ」こと逗子海岸は、遠浅で
波静かなことから海水浴シーズンはもとより、
年間を通じて様々なマリンスポーツが盛んで、
市民の憩いの場ともなっています。逗子海水
浴場の歴史は古く、昭和の全盛期には１日に
30万人が押し寄せたと言われるほどの活況が
あり、逗子のまちの発展に大きく寄与してき
ました。

2013年（平成25年）、海の家のクラブ化など
により、風紀が乱れ治安が悪化したことから、
市長はリセットすることを決断、2014年（平成
26年）「安全で快適な逗子海水浴場の確保に関
する条例（以下、条例）」が全部改正されました。
海の家を除く砂浜での飲酒とバーベキューの
禁止などを定めた条例は、当時日本一厳しい
と言われ全国的にも注目されました。

2015年（平成27年）、「逗子海水浴場の運営
に関する検討会（以下、運営検討会）」が発足、
公募市民、近隣自治組織や海岸・商工・観光
関係者などが一堂に会し、海水浴場の運営に
ついての検討協議を始めました。以降毎年、
海水浴場開設前に条例等ルールを検討協議し、
期間中は合同パトロールを実施、開設後は課

題や対策、振興策についての報告書を取りま
とめ、市長へ提出しています。海水浴場を取
り巻く状況は常に変化することから、その時々
の課題をお互いに共有し、話し合いを重ねて、
対応策を講じていく必要があります。運営検
討会は、海水浴場の適切な運営を図るための
PDCAサイクルを実践する役割を果たすととも
に、立場が異なる関係者同士の信頼関係構築
にも寄与しています。

合わせて、逗子海岸に親しんでもらうため
の 取 り 組 み も 精 力 的 に 行 わ れ て き ま し た。
2015年（平成27年）、逗子市観光協会を中心に

「ワッショイ！逗子海岸」「逗子ビーチスプラッ
シュウォーターパーク（現在は逗子海岸ウォー
ターパーク）」「NIGHT WAVE−光の波プロジェ
クト−」の３つの逗子海岸保全活用事業が始ま
りました。

「ワッショイ！」は、安心安全な逗子海岸を
まず地域の子どもたちに楽しんでもらいたい
と、海岸関係者や市民有志が企画を持ち寄り
始まりました。年間を通じて逗子海岸に親し
む機会を提供し、地域の子どもや子育て世代
を中心に好評を得ています。

「ウォーターパーク」は、逗子海水浴場に来

2015年度（平成27年度）～

ファミリービーチのシンボル逗子海岸ウォーターパークと富士山
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てもらうインパクトあるきっかけづくりをし
ようと、30もの市内団体が参加する実行委員
会が発足し、県内で初めて海上遊具を設置し
てオープンしました。現在ではファミリービー
チのシンボルとして定着し、１シーズンで
２万人以上の利用者がある目玉企画となって
います。

そして、夏以外にも逗子海岸の魅力をさら
に高めようと、アーティストや観光商工関係
者を中心に実行委員会が立ち上がり始まった
のが、「NIGHT WAVE」です。刻一刻と変化す
る波に特殊なホロライトを当て、一筋の青い
光として浮かび上がらせる光の演出は、2017
年（平成29年）には「かながわ観光大賞優秀賞」
を受賞するなど話題を呼びました。これまで
ビーチキャンドルやライトアップウインド
サーフィン、アカモクスタンプラリーなどの
連携企画が行われ、２日間で２万人以上が訪
れる秋の風物詩となっています。

これらの取組は、実行委員会を中心に様々
な市民、団体、事業者の皆さんがそれぞれの
強みを持ち合い、協力して実現させてきたも
ので、ファミリービーチとしての逗子海岸の
魅力を高め、発信し、賑わいづくりに大きく
寄与するものとなっています。

このように取組が進んでいた矢先、コロナ
禍で状況は一変。2020年（令和２年）、緊急事
態宣言が発出される状況下で人を呼び込まな
いために、桐ケ谷市長は海水浴場の不設置を
決断、「新型コロナウイルス感染症流行下にお
ける逗子海岸のマナーの向上に関する条例」を

新たに施行し、海岸関係者等と連携を密に安
全対策を講じました。翌2021年（令和３年）は
感染症・安全・マナー対策を徹底するために、
条件付開設を決定しましたが、感染拡大は進
み、開設期間変更や海の家での終日酒類提供
停止を経て、途中休場し、そのまま閉場とな
りました。こうした異例の状況下でも迅速に、
大きな事故やトラブルもなく、みんなで乗り
越えることができたのは、これまで運営検討
会をはじめ、多くの関係者との協力体制が構
築されていたからこそであり、コロナ禍の経
験はその繋がりをより強固なものとしました。

そして良好な逗子海岸の環境を将来の世代
に残すための取り組みも本格化しています。
2022年（令和４年）４月、逗子海水浴場は国際
環境認証「ブルーフラッグ」の認証取得が認め
られ、国内６番目の認定海水浴場となりまし
た。同時にリビエラ逗子マリーナがアジア初
となるマリーナ認証を取得、7月にはブルーフ
ラッグ認証取得記念シンポジウムが開催され
ました。現在、次世代を担う子どもたちへの
環境教育プログラムが行われるなど、ブルー
フラッグの旗印のもと、環境保全活動の輪が
着実に広がっています。

コロナ禍以降、猛暑等の影響もあり来場者
が伸び悩んでいる現在、これからも地域の財
産である逗子海岸をみんなで守り、「安心安全
で快適なファミリービーチ」を共につくり、将
来へつないでいくための取組が求められてい
ます。

海岸中央監視所から東浜方面を望む 認証ビーチの証“ブルーフラッグ”
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地域自治の推進

地域で活躍する様々な住民や団体の力を生
かしながら、それぞれの地域ごとに異なる住
民ニーズ、地域の課題にきめ細やかに対応し、
地域コミュニティを再構築することを目指し、
2012年（平成24年）から地域自治の取り組みを
推進しています。小学校区ごとに、地域全体
で意見を出し合い、連携・協力し、様々な地
域課題を解決し、地域の個性や実情に応じた
地域づくりができるよう、地域が主体となっ
て住民自治協議会が設立されています。協議
会は活動方針や短期的・長期的な目標等をと
りまとめた「地域づくり計画」を策定し、この
計画に基づく事業を実施するなど、より安全・
安心で暮らしやすい地域づくりを市と協働で
行っています。また地域づくりに係る地域住
民の意見を代表し、市
との調整等の窓口とな
ります。

協議会に対する市の
支援は３種類、財政的
な支援として地域づく
り交付金の交付、地域
と市のパイプ役となる
地 域 担 当 職 員 の 配 置、
協議会の活動拠点とな
る 場 所 の 確 保 で す。
2015年（平成27年）１月
には沼間小学校区で協
議会の第１号が誕生し
ま し た。 ま た、 同 年 ４
月 に は 小 坪 小 学 校 区、
2016年（平成28年）４月
に は 池 子 小 学 校 区、
2017年（平成29年）４月
には久木小学校区と現
在まで４つの小学校区
で協議会が設立されま
した。

協議会の第１号が誕生してからすでに10年
経過しました。それぞれの地域の広報誌の発
行をはじめ、環境美化運動、交通問題対策、
防犯防災対策、子どもの見守り、地域の文化・
スポーツ等のイベントなど、市内各地域にお
いて地域の特性に合わせた様々な活動が行わ
れ、顔の見える関係づくりから多様化する地
域の課題へきめ細やかに対応する地域づくり
が進められています。

久木、朝市のようす

小坪、避難所設営のワークショップ

池子、わんわんパトロール。 沼間、防災施設マップ

2015年度（平成27年度）～

62

第２部 主なできごと　2015 − 2024

Zushi City 70th Anniversary



フェアトレードタウン宣言とその取り組み

2011年（平成23年）５月に開催されたイベン
トをきっかけに、逗子市をフェアトレードタ
ウンにしようという市民による活動がスター
トしました。市制60周年の2014年（平成26年）
には、逗子市と逗子フェアトレードタウンの
会との共催で「国際文化フォーラム」が開催さ
れ、小学生の絵を包装紙に使用した「逗子チョ
コ」や市内店舗と協力して「逗子珈琲」が作ら
れ、フェアトレード商品を扱う店舗が増えま
した。フェアトレードの認知度調査でも高い
評価が出たため、2016年（平成28年）３月の市
議会でフェアトレードを支持する決議が採択
され、同年４月に市長によるフェアトレード
タウン宣言が出されました。

2018年（平成30年）から2020年（令和２年）
まで、市内の障がい福祉関連施設と共に、「ウェ
ルフェア＆フェアトレード」の「ずしチョコ」

を 開 発、 販 売 を 応 援 し
て い ま し た。 フ ェ ア ト
レードタウン認定は３
年ごとに更新が必要で
あり、2022年度（令和４
年度）には２度目の更新
を行いました。

現在は逗子フェアトレードタウンの会と
フェアトレード啓発事業に関する協定書を締
結し、様々な事業を行っています。フェアト
レード月間である５月にはフェアトレードや
地産地消の食材を用いたランチを市内飲食店
で提供する「フェアトレードランチキャンペー

ン」「フェアトレードタウンフォーラム」、８月
には若者向けの「ユーストレーニング」、９月
～３月までは隔月で、さまざまなテーマの「連
続講座」を４回開催しています。

その他、2019年（令和元年）からフェアトレー
ド月間には逗子市立中学校３校において、子ど
も達にフェアトレードを身近に感じてもらうた
め、フェアトレード認証を受けたゴマを一部使
用した給食を提
供しています。
これらの活動に
よ り フ ェ ア ト
レード産品の普
及や市民の国際
理解を深めてい
ます。

市制70周年の2024年（令和６年）は、５月に
「逗子フェアトレードタウン・フォーラム2024

～気候危機とフェアトレード～」を逗子フェア
トレードタウンの会と協働で開催し、より一
層フェアフェアトレードの知識や学びを深め
ました。

2025年（令和７年）には、３度目のフェアト
レードタウン認定の更新を控え、今後逗子市
が「フェアトレードタウン」の基準を満たすた
めには、推進組織である逗子フェアトレード
タウンの会の自主的な活動だけでなく、市と
し て フ ェ ア ト
レ ー ド タ ウ ン の
支 持 を 表 明 し、
市 民 へ の 普 及 を
図 る 必 要 が あ る
た め、 引 き 続 き
積 極 的 な 支 援 を
行います。

2016年度（平成28年度）～
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シティプロモーションの取り組み

2017年（平成29年）に策定したシティプロ
モーション戦略に則り、逗子市は様々な取り
組みを行ってきました。

シティプロモーションサイトの開設
2016年（平成28年）に逗子市シティプロモー

ションサイト「逗子暮らし」を開設し、2018年
（平成30年）に現在のデザインにリニューアル

しました。逗子の魅力や移住者へのインタ
ビューを掲載しています。

市公式インスタグラムの開設

2017年（平成29年）６月に市公式インスタグ
ラムを開設しました。逗子で暮らす担当者が
景 色 や イ ベ ン ト の 様 子 を 投 稿 し て い ま す。
2025年（令和７年）１月末現在、フォロワー数
は約1.9万人になりました。

逗子フォトの開設
2017年（平成29年）12月に逗子にまつわる写

真を収集したサイト「逗子フォト」を開設しま
した。市職員や市民が撮影した写真をデジタ
ル化し公開しています。写真は誰でも無料で
利用でき、明治時代や大正時代などの白黒の

写真もあるため、お年寄りが昔の写真を見て
思い出を語り合ったり、市民や事業者がイベ
ントのチラシに使用するなど、様々な活用方
法があります。現在、約1500枚の写真を公開
しています。

広報大使の任命
2018年（平成30年）10月12日付で、石原良純

さん、三浦豪太さん、山田姉妹の３組を逗子
市広報大使に任命しました。これまで、山田
姉妹と三浦豪太さんによるクリスマスコン
サートを開催したほか、石原良純さんと三浦
豪太さんには、広報ずしに記事を寄稿してい
ただきました。

2016年度（平成28年度）～
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療育教育総合センターオープン、こども発達
支援センター、教育研究相談センター業務開始

2016年（平成28年）12月12日、「療
育教育総合センター」がオープンし
ました。療育へのニーズの高まり
を受け、旧青少年会館を再整備し
てオープンした当センターは、「こ
ども発達支援センター」と「教育研
究相談センター」の二つの機関が同
じ建物内にあり、福祉と教育が連
携して、０歳から18歳までの切れ
目ない支援を行うことが特徴です。

１・２階部分の「こども発達支援
センター」では、障がいのある子ど
もや発達に不安があり支援を必要
としている子どもとその家族への
支援を行っています。

相談部門「ひなた」
では、来所や市内の保
育 園・ 幼 稚 園、 学 校
等への巡回による相
談、 心 理・ 言 語・ 作

業療法等の専門スタッフによる個別支援、研
修・講座等を通じた市民及び支援者への啓発
等を実施しています。また、福祉のサービス
を受ける際や、進学、就学等の場面で、本人
の成長に関わるすべての人たちが共通認識を
持ち一貫した支援ができるよう、育ちや支援
の内容を保護者が記録する「ひなたファイル」
の活用の促進を図っています。

療育部門「くろーばー」
で は、 公 募 型 プ ロ ポ ー
ザ ル で 選 定 さ れ た、 社
会福祉法人県央福祉会
に 業 務 を 委 託 し、 児 童
福祉法に基づいた児童

発達支援及び放課後等デイサービス等、専門
的な療育の支援を実施しています。日常生活
における基本動作の獲得や生活能力の向上の
ために、子ども一人ひとりの障がいや特性に

配慮した個別支援計
画 を 作 成 し、 家 族 と
協働しながら支援を
行っています。

３階部分の「教育研
究 相 談 セ ン タ ー」で
は、 市 の 教 育 研 究・
相談の中心的な役割
を担う機関として、旧教育研究所の機能を引
き継ぎ、教育に関する調査・研究、教育関係
職員の研修の実施及び教育相談に応じていま
す。また、教育支援センター「なぎさ」では不
登校状態にある市内の児童・生徒に対し、自
らの進路を主体的にとらえ社会的に自立する
ことを目指し、援助や指導を行っています。

2016年度（平成28年度）
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病院誘致から地域医療の在り方検討へ

逗子市は1998年（平成10年）から３回の病院
誘致を行いましたが、いずれも断念という結
果に終わりました。その後2016年（平成28年）
に神奈川県から横須賀・三浦地域の二次保健
医療圏において175の病床数の不足が公表され
たことを受け、「総合的病院の誘致」を再開し
ました。

「病床数は170床以上（将来的に200床以上）」、
「24時間365日救急体制」、「逗子市民が多く求

めているとみられる重点的診療科目」等の応募
条件を示し総合的病院を公募、逗子市総合的
病院選考委員会において医療法人社団葵会を
選考法人として決定し、2017年（平成29年）11
月28日に葵会と病院の開設及び運営に関し覚
書を締結しました。病院開設等事前協議の対
象となる175床の病床数に対し、葵会は109床
の病床が配分され、病院開設の許可申請を行
い2018年（平成30年）に神奈川県から開設許可
がおり、2022年度（令和４年度）の開設を目指
すことになりました。

しかし、「今後の病床確保の目途がたたな
い」、「医療従事者の確保」、「急性期病床の少
なさ」等、早期に解決できない問題が明確とな
り、2020年（令和２年）７月15日、葵会との間
で総合的病院誘致計画断念の合意書を締結し、
４回目の病院誘致も断念となりました。

この経験を踏まえ、市民、医師会、行政で
現状を共有し、病院も含めた地域医療につい

て話し合いを重ねることが重要であると考え、
コロナ禍を経て、2022年度（令和４年度）に２
回、「これからの地域医療を考える～地域医療
の現状と逗子市に必要な地域医療とは～」と題
したシンポジウムの開催が実現しました。

この後、2023年度（令和５年度）から２か年
をかけ、公募市民と医療関係者等で構成され
た「逗子の地域医療検討会」において「すべて
の市民がこの逗子で安心して生活ができ、ま
た人生の最期まで住み慣れた逗子で暮らすた
めに必要な地域医療とは何か」について社会構
造や医療をめぐる環境の変化を踏まえ検討し、
これからの逗子市に必要な地域医療の資源や
連携体制について意見をもらいました。

これからも市民や時代のニーズにあった誰
もが安心して生活できる地域医療の実現をめ
ざしていきます。

2016年度（平成28年度）～

66

第２部 主なできごと　2015 − 2024

Zushi City 70th Anniversary



神武寺トンネル拡幅工事完了、開通

神武寺トンネルは、県道横須賀逗子線の東
逗子駅入口から県道金沢逗子線の池子駐在所
までの、逗子市が管理する市道沼間５号のほ
ぼ中間地点に位置します。

旧神武寺トンネルは、1966年（昭和41年）に、
幅員6.8ｍ、延長80.5ｍで供用が開始しました
が、約50年が経過し老朽化が進んでいました。
暗くて歩道が狭いため人のすれ違いも難しく、
整備を要望する声が多数寄せられていたこと
から、拡幅工事を実施することとなりました。
改築後は、車道幅員片側3.0ｍ　歩道幅員は
60cmから2.0ｍになりました。

工事（名称：沼間５号神武寺トンネル拡幅工
事）の概要は、トンネル延長127.0ｍ、歩道及び
車道幅員は、歩道部（両側）2.0ｍ、車道部3.5ｍ（１
車線あたり）を整備するもので、総事業費は約
12億２千百万円です。工事期間は2016年（平成
28年）11月１日から2018年（平成30年）３月29日

となりました。期間中、車両は終日通行止めと
なりましたが、歩行者は既設トンネル坑内に設
置する鋼製の仮設トンネル（プロテクター）内
を通行しました。皆様のご協力もあり、工事は
無事故無災害で滞り無くしゅん工を迎え、2018
年（平成30年）３月30日に記念式典を開催して
供用を開始し、現在に至ります。

2016年度（平成28年度）～
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緊急財政対策本部の設置と
財政対策プログラムの実施

2017年度（平成29年度）予算の歳出規模を維
持した場合、2018年度（平成30年度）予算編成
において財源が不足する見通しとなったこと
を受け、2017年（平成29年）６月に逗子市緊急
財政対策本部が設置され、同年10月から財政
対策プログラムを実施しました。

財政対策プログラム策定の経緯
少子高齢化が進む中、逗子市の2016年度（平

成28年度）市税収入は10年前より約10億円減
少していました。一方、収入の減少を補うた
め行財政改革によって財源を確保しつつ、子
育て・教育施策の拡充、障がい福祉の充実、
池子の森自然公園・第一運動公園整備などに
取り組んでいました。

こうした中、2016年度（平成28年度）におい
て地方交付税や地方消費税交付金などの歳入
が予想を大幅に下回りました。また、財政調
整基金も残高が１億円まで減少し、2018年度

（平成30年度）予算において約７億円の財源が
不足する見通しとなりました。このため緊急
財政対策本部を立ち上げ、人件費の削減、事
業の大幅な見直し、歳入の確保などに取り組
むための財政対策プログラムを策定しました。

財政対策プログラムの実施結果
財政対策プログラムは、2022年度（令和４年

度）までの計画としていましたが、全ての対象
事業について、縮小、廃止、継続等の今後の
方針を決定したこと、人件費及び事務事業費
等の見直しが図られたこと、目標としていた
財政調整基金の残高10億円を達成したことな
どから、2019年度（令和元年度）をもって、財
政対策プログラムを前倒しで終了しました。

財政対策プログラム終了時に掲げた財政運営方針
財政対策プログラムを経て、次に掲げる６

つの方針を財政規律として堅持し、健全な財
政運営に取り組んでいきます。
１． 歳出予算規模の縮小と経常的な歳入の獲

得を図ります。
２． 「歳入に見合った歳出」を原則とし、経常

的な歳入で経常的な歳出を賄う財政構造
への転換を図ります。

３． 財政調整基金は極力取崩しを行わないこ
ととします。

４． 市債の発行は極力当該年度の償還額を上
回らないこととします。

５．受益者負担の適正化を進めます。
６． 企業誘致・起業促進による新たな歳入の

獲得を図ります。

 
※ 平成 29 年度当初予算は財政調整基金からの５億円の取り崩しを財源としたため、年度

当初に５億円を取り崩しました。また、同年６月に補正予算の財源として１億８千万円

を取り崩したため、財政調整基金残高が１億円まで減少しました。 
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※ 

財政調整基金残高の推移

※ 平成29年度当初予算は財政調整基金からの５億円の取り崩しを財源と
したため、年度当初に５億円を取り崩しました。また、同年６月に補正
予算の財源として１億８千万円を取り崩したため、残高が１億円まで減
少しました。

2017年度（平成29年度）～

財政対策プログラム集中対策期間
（平成30年度～令和元年度）の実施結果

（単位：千円）

平成30年度
効果額

令和元年度
効果額

２カ年
合計額

（1） 人件費の削減 297,584 313,007 610,591
（2） 事務事業の見直し 262,821 246,575 509,396
（3）  国民健康保険事業特別会計

への法定外繰出金の削減
100,000 200,000 300,000

（4）  ごみ処理広域連携による 
歳入増と歳出減

59,450 85,215 144,665

（5） 受益者負担の見直し 0 12,200 12,200
財政対策による効果額　　719,855 856,997 1,576,852

年度末財政調整基金残高 1,200,018 1,571,784 ‐
市債残高 19,162,198 18,333,174 ‐

（金額はすべて平成29年度との対比となります。）
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東京オリンピック
スペインセーリングチームとの交流

逗子市、スペイン王立セーリング連盟、株
式会社リビエラの三者は、2018年（平成30年）
９月に東京オリンピック事前キャンプに関す
る協定を締結しました。スペインチームへの
サポート体制を整えるとともに、交流イベン
トの開催などで、国際交流やオリンピックの
機運を高め、これを契機にスペインセーリン
グチームを応援するホストタウン登録を行い
ました。

「スペイン応援キャンペーン」用のロゴには、
情熱の太陽をモチーフに、スペイン国旗の色
である赤と黄色、逗子の海をイメージした青
を採用、そして応援ポロシャツにはスペイン
を思わせる情熱の赤一色を使用しました。

ま た「 応 援 店 」
や「 市 民 応 援 団 」

「市民ボランティ
ア」を募集し、ス
ペ イ ン 料 理 や ワ
インの取り扱い、
ス ペ イ ン 語 講 座
の開講、ヨット教

室の開催などを行い、地域全体でスペインや
セーリングの知識を深め、スペインチームを
応援するための数々の取り組みを行いました。

2019年（令和元年）８月12日には、リビエラ
逗子マリーナにて事前キャンプを行っている
スペインセーリングチームと市民との交流行
事を、逗子アリーナで行いました。ヨットの
展示、パラスポーツ（ボッチャ）などの体験の
ほか、スペインセーリングチームの選手が参
加し、東京五輪音頭−2020−を一緒に踊り、交
流を深めました。また８月23日にはリビエラ
逗子マリーナにて歓迎会も開催しました。

新型コロナウイルスの影響により、東京
2020オリンピックは１年延期となりましたが、
2021年（令和３年）３月１日～16日には、フラ
メンコグループによるオンラインステージや

Zoomを使ったオンライン講演など、企画内容
を工夫しながら開催しました。スペインセー
リングチームとの交流事業などに協力するた
めに集まった100名を超える市民ボランティア
によるスペイン祭りはその後も開催され、オ
リンピックレガシーとして引き継がれていま
す。

2021年（令和３年）７月から開催したオリン
ピック競技大会セーリング競技において、ス
ペインチームは470級男子、Finn級男子の２種
目で銅メダルを獲得しました。たくさんの応
援ありがとうございました。

市長、スペイン応援キャンペーン2020

交流会、逗子アリーナ：2019.8.12

2018年度（平成30年度）～
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新型コロナウイルス対応の経済対策

新型コロナウイルス感染症の蔓延は、外出
自粛や営業制限による顧客の減少、感染予防
対策にかかる追加コストの発生など、地域経
済に大きな影響を与えました。こうした落ち
込みを立て直すため、市では地域商品券の発
行や中小事業者への補助金の交付、相談窓口
の拡充などを行いました（下記表を参照）。

中でも経済効果が大きかったのは、逗子応
援プレミアム付き商品券の発行です。2020年

（令和２年）11月に発行した逗子応援プレミア
ム付き商品券は、プレミアム率30％で市民及
び来街者に販売しました。また、逗子応援クー
ポン券として、市民一人につき2,000円分の
クーポン券を配付し、市内での消費喚起を促
し、事業者の支援を行いました。2021年（令和
３年）11月には、アプリとカードを用いて利用
できる逗子応援プレミアム付き電子商品券（ア
プリはプレミアム率30％、カードは25％）を発
行しました。

これらの商品券は、飲食店や市内スーパー
だけではなく、マリンレジャーや習い事など、
利用者の生活に密着した様々なジャンルで利
用 で き、 そ の 数 は2020年 が 約500店 以 上、
2021年が約300店以上でした。また、それぞれ

利用期間が約４カ月という短い中、2020年は
約５億円分、2021年は約３億円分の利用があ
りました。

加えて、逗子市商工会では、事業者の資金
繰 り や 経 営 改 善 な ど の 相 談 に 応 じ る た め、
2021年（令和３年）１月から相談窓口を増設し
ました。特に好評だったのは、中小企業診断
士による、より専門的な助言や、行政書士に
よる協力金・給付金等の申請支援等で、令和
５年度の終了時までに延べ856事業者が利用し
ました。また、市でも事業者からの相談を受
け付け、複雑な国や県の支援制度や手続きに
関する問い合わせが相次ぎました。

以上の経済対策は、地域事業者の売上回復
や住民の生活の安定などに億を超える経済効
果を生み、市民と事業者、それぞれに価値が
ある事業となりました。

年度 経済対策

2020 ・逗子応援クーポン券
・逗子応援プレミアム付き商品券
・新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金
・逗子市中小企業者等事業継続応援給付金
・逗子市中小企業者等家賃支援金
・逗子市事務所等家賃減額助成金
・ 経営に関する相談受付体制強化 

（市、逗子市商工会、2023年度まで）

2021 ・逗子応援プレミアム付き電子商品券
・商店等新しい生活様式対応支援事業補助金

2022 ・逗子市小規模事業者等活性化補助金

プレミアム付き電子商品券カード

2020年11月10日、商品券を求め並ぶ人々。
即日完売した

2019年度（令和元年度）～

市が実施した経済対策
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令和元年台風15号、19号による被害

台風15号は、2019年（令和元年）９月８日か
ら９日にかけて、台風19号は、同年10月12日
から13日かけて関東から東北地方を縦断し、
各地に大きな被害をもたらしました。逗子市
においても、暴風雨により市内全域で倒木や
土砂崩れが発生し、鉄道会社による電車の計
画運休や、小坪トンネル、久木トンネル及び
池子トンネル等で土砂崩れが発生したことに
より道路が通行止めとなり、一部バス路線の
変更が生じるなど、市民生活に大きな影響が
ありました。

台風15号では、倒木により桜山の配電施設
が損傷したことで、一部の地域で最大55時間
の停電が発生しました。その数はおよそ4,900
軒にも及び、残暑が厳しい中で熱中症が心配
されました。この停電では、一部地域での断
水も発生し、広域応援による給水車での応急
給水活動を準備するなどの対応をしました。
市内のスーパーマーケットでは、水やパンな
どの食料のほか、養生テープなどの工具が売

り切れ、平常時から災害に備えることの大切
さを改めて実感させられました。

台風19号接近時には、午前10時に避難所を
５か所開設しましたが、市民交流センターに
は開設前から避難者が20人ほど並び、11時過
ぎには100人を超えました。その後も、避難者
が増え続けたため、避難所を増設し受け入れ
をおこないましたが、乳幼児のいる家族や高
齢者の方、ペット同伴の方など、様々な世帯
の方々が来られ、市内の避難所全体では、約
730名もの多くの市民の方々が避難されまし
た。

市内全体でみると、高潮により国道134号線
が一時通行止めになるなどがあったものの、
人的被害や大きな建物被害はほとんどありま
せんでしたが、市民交流センター・逗子小学
校体育館への避難者は約420名にも及びまし
た。22時ごろから風雨が弱まり、帰宅者も出
始め徐々に人数も減ったことから、避難所内
での問題は特に発生しませんでしたが、予想
を上回る避難者数に、課題が残る出来事とな
りました。

2019年度（令和元年度）
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頻発する崖崩れとその対応

逗子市は、三方を山に囲まれ一方が海に面
している自然豊かなまちです。しかし一方で、
崖崩れのような自然災害が起こる可能性と隣
り合わせにあり、それらと常に向き合いなが
ら生活しなければならない一面もあります。
最近の崖崩れは複雑な起因で発生しており、
今まで想定していなかったところの崖崩れも
あります。特に2019年（令和元年）から２、３
年の災害が著しいものでありました。

2019年（令和元年）５月21日に起きた最大１
時間雨量20ｍｍ、最大24時間雨量85ｍｍの豪
雨により、新宿５丁目の市道及び神奈川県道
路公社の道の駅「ロードオアシス」に背後の崖
から約360㎥の土砂が崩落し、道路施設と停車
していた車両が損傷する被害が生じました。
後に国の補助金を充当し災害復旧事業として

法面安全対策工事を施しました。工事中の
2020年（令和２年）７月19日にも、隣接箇所で
更に幅約40ｍ、最大高さ約35ｍの土砂崩落が
発生しましたが、幸いにして人的被害はあり
ませんでした。この災害復旧事業は、逗子海
岸のどこからでも目視ができるほどの大規模
な法面保護工事になりました。

2019年（令和元年）９月９日の台風15号によ
る 影 響（ 総 雨 量149.5mm、 時 間 最 大 雨 量
38.5mm、最大瞬間風速約36.8ｍ/s）は、市内
約4,900件の停電と崖崩れや倒木等に伴う道路
通行止め等が多数生じました。また、同年10
月12日 の 台 風19号 に よ る 影 響（ 総 雨 量
174.0mm、時間最大雨量22.5mm、最大瞬間
風速約33.6ｍ/s）は、市内約1,166件の停電と冠
水や高潮による道路通行止め等が多数生じま
した。

2020年（令和２年）２月５日に池子２丁目の
マンション敷地内の斜面地が崩れ、市道を通
行中の高校生（当時）が巻き込まれ尊い命が失
われました。また、同年４月24日は、小坪４
丁目の海浜地を散歩していた市民が土砂崩落
に巻き込まれました。

2021年（令和３年）７月３日には、豪雨の影
響により逗子インターチェンジ付近の高速道
路用地内の土砂が崩落し、通行中の車両及び
付近の市道や横浜横須賀道路が被災しました。

尊い命が失われた事象を受け、2020年（令和
２年）２月12日にホームページのトップバナー
から、情報提供していただくツールとして「市
民通報メール」を開始しました。道路の損傷や
不安な法面、支障木や草刈り対応要望等、提
供される内容は様々であります。特に職員の
パトロールだけでは把握しきれない箇所の状
況等を前もって知り、能動的に対応できるこ
とは効果的です。

毎年、職員で主要な市道並びに市立小中学
校施設に接する土砂災害警戒区域に指定され

2019年度（令和元年度）～
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ている個所の点検・調査を実施しています。
2020年度（令和２年度）は緊急点検として、翌
年度以降は定期点検として実施し、調査員が
同じ場所を定期的に点検し斜面地の変化を気
付くようにしております。2021年（令和３年）
３月11日に相互協定を結んだ一般社団法人地
盤品質判定士会には、崖地対策等のアドバイ
スを受け、点検実施前に斜面地点検のポイン
ト講義のほか、点検にも随行していただいて
います。

また、民間事業者と連携して、斜面崩壊の
予兆を検知する高速通信を利用した実証実験
や、地球観測衛星データを利用した市内の崖
地崩壊予兆抽出の研究も実施しましたが、残
念ながら新規事業に結びつく結果は得られて
いません。

一方で、民有地の崖地対策や樹木の管理を
促すための防災工事費助成制度があります。
多くの方に利用していただくよう、2020年度

（令和２年度）に補助金を工事費２分の１の上
限80万円から200万円に拡充し、2021年度（令
和３年度）には危険木の伐採の補助を復活しま
した。補助対象者を拡充するため、ニーズに
応じて要綱の改正も行っています。

このように、安全安心のまちづくりを進め
るためには、崖崩れの災害に対応したハード
とソフトの対策を継続していくことが重要で
す。
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大と対応
〜逗子市における新型コロナウイルス感染症対策について〜

■新型コロナウイルス感染症対策
2020年（令和２年）４月７日、国は、新型イ

ンフルエンザ等対策特別措置法に基づき、新
型コロナウイルス感染拡大防止に向けて「緊急
事態宣言」を発出し、緊急事態措置をすべき区
域の一つに神奈川県が指定されました。本市
では、相談窓口一本化のため、５月１日から
新型コロナウイルス感染症対策担当窓口を新
設しました。この窓口では一般的な相談や、
市民及び事業者への給付制度に関する相談等
に対応しました。また、同時期に一人10万円
の特別定額給付金についても、少しでも早く
市民の皆さまに届けられるよう、庁内で特別
体制を組みました。

また、別冊広報ずしや防災行政無線、ホー
ムページ、防災・防犯メール、広報車等を活
用し、市民の皆さまに不要不急の外出を控え
るようお願いすると共に、市内での必要な外
出時におけるリスクを可能な限り減らすため、
公共施設の休館等に加え、市外からの利用が
想定される施設の駐車場を閉鎖するなど、市
民の皆様にはご理解、ご協力をいただきつつ、
感染防止に努めました。

このような中でも、災害はいつ起こるか分
かりません。令和元年台風15号、19号の際には、
避難所のスペースが足りなくなり避難者であ
ふれてしまった背景もあり、また避難所での
三密（密閉、密集、密接）を避けるためにも、

従来の避難所を拡大し、市内の小学校及び逗
子アリーナを新たに指定するなどし、複合災
害に対応しました。同年10月には、備蓄品と
して、体温計、防護服、手袋、アルコール、パー
テーション、大型扇風機等を購入し、感染症
対策が効果的に行えるように避難所備蓄品の
見直しを行いました。

■新型コロナワクチン接種の概要
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を図

るため、2021年（令和３年）２月17日から、予
防接種法上の特例臨時接種として16歳以上の
方に対する接種が認められ、医療従事者への
優先接種が開始されました。

逗子市では、厚生労働省の指示のもと神奈
川県の支援を受け、福祉部内にワクチン接種
特別チームを設置し準備を進め、５月10日か
ら市民交流センターにて集団接種を開始しま
した。６月２日には、体験学習施設スマイル
に第2接種会場を開設、７月１日からは市内の
医療機関における個別接種を開始しました。

接種の実施に当たっては、（一社）逗葉医師
会および逗葉薬剤師会などの協力が不可欠で
した。特に集団接種会場には、毎日、医師２名、
看護師４～５名、薬剤師２名に来ていただき、
予診、接種、注射器へのワクチン充填などを
実施しました。

2020年度（令和２年度）
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また、希望するすべての方が迅速に接種を
受けられるよう、市では様々な工夫を凝らし
ました。その一つである、予約の空白やキャ
ンセルによりワクチンに余りが出た場合に、
すぐに接種に応じてくれる協力者を募集する
取り組みは、ワクチンの廃棄を防ぐ取り組み

接種者数

オミクロン株対応ワクチンの接種者数

（人）

対象者 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目 ７回目

逗子市接種者数 61,058 48,696 48,454 41,612 29,530 20,071 12,578 8,603

うち65歳以上 21,118 19,048 18,957 18,016 16,303 14,215 10,727 7,872

（人）

対象者 接種者数

逗子市接種者数 61,058 39,641

としてテレビや新聞などで大きく取り上げら
れ、212件の協力接種が行われました。

この全額公費負担による特例臨時接種は、
2024年（令和６年）３月31日まで７回実施され、
延べ209,544回の接種を行いました。
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逗子町分離独立70周年と銘板の寄贈

独立運動とその軌跡
1941年（昭和16年）、横須賀市は軍事都市の

様相を色濃くしていました。横須賀市に接す
る三浦郡逗子町にも本土決戦に備えて町内各
所に海軍工廠の宿舎が建設されるなど、海軍
の影響が強くなり、1943年（昭和18年）４月１
日、逗子町議会の承認も得られないまま、逗
子町は軍の意向に沿う形で横須賀市に強制合
併されました。

終戦後、逗子の人々には、戦時中海軍の圧
力で一方的に横須賀市に併合されたことの是
非を問いただそうとする思いが広がっていき
ました。

1948年（昭和23年）７月に地方自治法が改正
され、戦時中に強制的に合併された市町村は住
民の意思によって元の姿に戻ることが可能にな
りました。その条件は２年の期限（1950年（昭
和25年）７月末まで）と以下の３項目でした。
① 旧逗子町の有権者の１/ ３以上の署名
②  同有権者の投票において有効投票数の過半

数の賛成票
③ 神奈川県議会にて賛成決議

1949年（昭和24年）10月、逗子文化青年団の
山口茂氏の発意により「逗子の分離独立は是か
非か」という議題で討論会が開かれました。逗
子選出の横須賀市議会議員や逗子在住の参議
院議員らは、分離独立は時期尚早だと結論づ
けました。しかし、独立に賛成する20名程で「逗

子独立期成同盟会」を発足し、地方自治法の規
定による期限（1950年（昭和25年）７月まで）が
迫る中、本格的な分離独立運動が始まりまし
た。同盟会の結成から約半年余りで、分離独
立までの３つの条件を達成し、1950年（昭和
25年）７月１日、横須賀市逗子町から三浦郡逗
子町への分離独立が実現しました。

逗子町独立から70周年
分離独立から４年後の1954年（昭和29年）４

月15日の市制施行で、三浦郡逗子町は逗子市
となりました。2020年（令和２年）で逗子町独
立から70周年の節目にあたり、市主催の記念
イベントを開催しました。

銘板の寄贈
2022年（令和４年）３月30日、当時の独立運

動の中心人物であり、逗子の分離独立を後世
に伝えるため設立された逗子独立奉賛会会長
の山口茂氏から「分離独立運動の沿革が記され
た銘板」が市に寄贈されました。

2020年度（令和２年度）
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山の根踏切の廃止

JR逗子駅の約300メートル東側に、横須賀線
等を横断する山の根踏切がありました。山の
根踏切は、警報機や遮断機のない第４種踏切
であり、横須賀線と貨物、留置線の９線をま
たぐ全長35.5mの踏切でした。横断線数が多く
踏切延長が長い、複雑に電車が通過する踏切
であり、1987年（昭和62年）、2005年（平成17年）
と人身事故が起きていました。JR逗子駅付近
には遮断機、警報機がある第１種踏切の金沢
新道踏切があるものの、近隣住民は少しでも
近道となるこの山の根踏切（JR東日本の私道）
を生活道路として利用していました。

危険な踏切が現存することで、廃止を念頭
にJR東日本は市と話し合いを続けていました
が、2019年（平成31年）３月に高齢男性が列車
にはねられて死亡する事故が発生しました。
JR東日本は、注意喚起の看板やカラー舗装等
の新設、列車通過時は警笛を鳴らすなど、緊
急的な対応を実施しましたが、その後も列車
が非常停止する事象は頻発しました。

市は、住民らの意向を受けて当該踏切に遮
断機などを設置して第１種踏切にするよう要

望しましたが、JR東日本は様々な検討を重ね
た結果、県道に接する踏切北側には機器の設
置や歩行者が滞留する余地がなく物理的に難
しいことなどから、安全を確保した踏切とす
ることができないため、当該踏切の廃止を決
断しました。

JR東日本は近隣住民等関係者を集めて何度
も話し合いの場を設けたものの、全員の合意
が得られない中、市としても死亡事故や列車
が非常停止する危険な事態が続いていたこと
により廃止はやむを得ないと判断、2021年（令
和３年）８月20日午前１時をもって山の根踏切
は廃止されました。

2021年度（令和３年度）
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10億円の寄附による
給付型奨学金制度の創設

2021年（令和３年）12月、本市ご出身の渡邉
利三氏から本市在住の大学生を対象とする奨
学基金設立のため、10億1,000万円の寄附を受
けました。この寄附金を原資として、本市は
2022年（令和４年）１月に一般財団法人逗子市
渡邉利三奨学金財団を設立し、奨学金支給事
業を開始しました。

渡邉さんは、ご自身が大学に進学した際、
本市から寡婦家庭を対象とする資金援助を受
けたことから、本市での奨学基金の設立を提
案されたもので、輸入販売事業やコンサルティ
ング事業等を手掛けられた後、現在は教育財
団事業に取り組み、多くの学生の留学支援を
行っていらっしゃいます。

逗子市渡邉利三奨学金財団の運営は寄附金
の運用益により行われており、将来に渡って
本市在住の大学生に返済の必要のない給付型
奨学金の支給を行っていくもので、2023年（令
和５年）には公益認定を受けました。奨学金は、
国内外を問わずリーダーとして活躍したいと
いう高い志を持ち、かつ経済的理由により就
学困難な学生を対象として、これまでに延べ
34人へ、合計2,448万円を支給しています（令
和７年３月時点）。毎年初夏に開催される奨学
金受給者認定証授与式は、学生同士の交流の

場となっており、渡邉氏や市長、財団理事に
大学生活の目標や海外留学の夢を語る学生の
姿も見られます。

この奨学金制度をとおして、本市から世界
へ羽ばたく人材が生まれることを願っていま
す。

2021年度（令和３年度）
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チャレンジ！
逗子カーボンニュートラル2050

衣食住や移動といったライフスタイルに起
因する温室効果ガスは全体のおよそ６割と言
われ、国民一人ひとりのアクションが不可欠
とされています。本市においても、住宅都市
という特性から、生活全体に関係する温室効
果ガス排出の大幅な削減が必要となり、市民
一人ひとりのライフスタイルの変革（イノベー
ション）が必須です。

本市では、市民の安全・安心を守り、生活
や文化を未来に継承していくために、2022年

（令和４年）１月31日に「チャレンジ！逗子カー
ボンニュートラル2050」を宣言し、市民・事業
者と一体となり、国や他の自治体とも協力し
ながら、2050年温室効果ガス排出実質ゼロを
目指しており、市所有施設における再生可能
エネルギー100％電気の導入促進、カーボン
ニュートラル推進支援制度による、再エネ、
省エネ、及び蓄エネの促進、電気自動車（EV）
の普及促進、市民団体と連携した環境啓発活
動の実施及び子どもたちに対する環境教育な
どに取り組んでいます。

2023年（令和５年）２月13日には、電気自動
車（EV）を新規導入し、平日は公用車として使
用、土日などの休日は地域住民等へのシェア

リングを行う「公用車を活用したEVカーシェ
ア」を開始しました。市庁舎は再生可能エネル
ギー100％電気を導入しているため、走行時の

二酸化炭素排出量がゼロのド
ライブ「ゼロカーボンドライ
ブ」を実現しています。環境
負荷軽減を図るだけでなく、
公共交通機関の利用促進とと
もに、自家用車に頼らずとも
生活できる環境づくりなど地
域モビリティへの貢献、さら
には動く蓄電池として災害時
の活用を期待しています。

2021年度（令和３年度）～
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全ての人が、性別等に関わらず
個人として尊重され、多様性を認
め合い、あらゆる分野に平等に参
画できる男女平等参画及び多様性
を尊重する社会を推進するため、

「逗子市男女平等参画及び多様性を
尊重する社会を推進する条例」を
制定し、2022年（令和４年）10月１
日から施行しました。条例では、
基本理念を定めたほか、市・市民・
事業者・教育関係者の責務、施策
推進のための市の計画や苦情等へ
の対応について規定し、禁止事項
等を定めています。

条例の主な特徴として、できる
限り親しみを持ってもらえるよう
に、前文はですます調を採用して
います。また、未だ男女格差が根
強く残っていること、全ての世代にわかりや
すい表現を考慮し、男女という表現を残しま
した。

他にも、男女共同参画という表記には、ど
ちらかの性が補助的に関わることも容認され
るという誤解を生むおそれがあることから、

偏りをなくし、男女間における平等な参画を
目指すため、男女平等参画という表現を用い
ています。さらに、性的少数者などの多様な
性や障がいの有無、国籍等の多様性を尊重す
ることは男女平等とも密接に関係することか
ら、これらを包含する多様性を尊重する社会
を推進することを条例名に並記しています。

また、条例の制定に先駆け、2020年（令和２
年）４月からパートナーシップ宣誓制度を開始
しています。これからも私たちの住む逗子市
が、住みやすいまち、豊かで活力のあるまち
として発展していくため、性別等、年齢、障
がいの有無又は国籍など、それぞれの違いや
共通点を認め合い、誰もが孤立せず、自分ら
しく生きることができる社会を目指します。

逗子市男女平等参画及び
多様性を尊重する社会を推進する条例の制定

2022年度（令和４年度）
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「温かくおいしい給食へ」
中学校給食を食缶方式に

逗子市では、約３年間の検討・準備期間を
経て、2014年（平成26年）10月に市内３中学校
において、ボックスランチ方式によるデリバ
リー給食の提供を開始しました。

ボックスランチ方式のメリットとしては、
イニシャルコスト及びランニングコストが低
いこと、小スペースで配膳等が可能であるこ
と、配膳時間が短くて時間割への影響が少な
いこと等が挙げられる一方で、デメリットと
して、食中毒を防ぐために、一度調理したお
かずを冷ましてからボックスに詰めて配送す
る必要があり、温かい給食の提供は基本的に
難しいという課題がありました。

生徒や保護者から小学校と同じような食缶
による温かい給食を求める声が上がるととも
に、アレルギーへの対応ができないことや残
食率が課題となっていました。

このような中、2017年（平成29年）３月、逗
子市議会において「温かくおいしい中学校給食
を求める決議」が採択されたことを受け、食缶
方式による「温かくおいしい給食」の提供に向
けた検討を開始しました。

食缶方式導入にあたっては、配膳に関して
学校現場で懸念される課題もありましたが、

市長、教育長、教育委員会職員、校長に加え、
市議会議員の有志で他自治体の現場を視察し、
実際の手運びによる配膳・片付けにかかる時
間を計測したり、給食に要する時間変更に伴
う時程変更の検討を行ったりすることにより、
2022年（令和４年）９月から食缶方式をスター
トさせることができました。

給食は、栄養を摂るだけでなく、食事に感
謝することや楽しく食べることの大切さを学
ぶ機会です。ボックスランチ方式から食缶給
食へ移行することで、生徒が望む「温かくてお
いしい給食」を提供し、アレルギー除去食にも
対応することで、従前の方式では叶わなかっ
た全員喫食への移行を実現し、より充実した
給食の時間を提供していくことになりました。

３年目を迎えましたが、現在まで大きな混
乱もなく、生徒は温かい給食を楽しみにして
います。そこには、生徒による運搬配膳、喫食、
片付けという、学校給食の原風景が広がり、
給食の時間が大切な学校活動であることを改
めて実感しているところです。

これからも引き続き、安心安全で、美味し
い給食の提供に努めてまいります。

2022年度（令和４年度）
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逗子葉山高等学校の開校

県の県立高校改革実施計画に基づき、逗子
高 等 学 校 と 逗 葉 高 等 学 校 が 再 編・ 統 合 し、
2023年（令和５年）４月に逗子葉山高等学校と
して開校しました。市内唯一の県立高等学校
となり、校舎は旧逗葉高等学校の敷地・施設
を活用しています。

新校の校舎内には、逗子高等学校の同窓会
が中心となり高等学校の歴史をまとめた校史
資料室を設置。逗子高等学校の廊下に飾って
いたトロフィーや盾、記念誌やアルバムを集
め展示してあります。また、校史資料室の隣
の学習室には、逗葉高等学校時代の体育館に
あった校歌額や校銘板が展示してあります。

新しい校歌は、生徒有志と逗子在住のアー
ティストにより制作されました。校歌に入れ
たい単語や文章を生徒から集め、逗葉高等学
校の通学路の桜並木に逗子高等学校のシンボ
ルであった秀麗桜と、両校の共通点の「桜」を
取り入れ歌詞を作り上げました。この新校歌
は2022年（令和４年）12月に「逗子潮風芸術祭

（逗子文化プラザなぎさホール）」で披露されま
した。また、地域に開かれた高等学校として、
図書館開放を行っています。これは、逗葉高
等学校時代から引き続いている取り組みです。

逗子高等学校
逗子高等学校は、1922年（大正11年）に

逗子町立逗子実科高等女学校として創立。
1954年（昭和29年）逗子市立逗子高等学校
と改称、翌年には県立となり、1959年（昭
和34年）の男女共学化を経て、2022年（令
和４年）には創立100周年を迎えました。
2023、2024年は、旧校舎を逗子アートフェ
スティバルの会場の一部として使用してい
ます。

逗葉高等学校
逗葉高等学校は1978年（昭和53年）創立。

当初は追浜高等学校の敷地において開校
し、翌年の春、現在の逗子市桜山に移転。
2022年（令和４年）には創立45周年を迎え
ました。現在、逗葉高等学校の校舎は、逗
子葉山高等学校として新しい歴史を刻み始
めています。

2023年度（令和５年度）

82

第２部 主なできごと　2015 − 2024

Zushi City 70th Anniversary



小児医療費助成制度の拡充・無償化

逗子市では2023年度（令和
５年度）４月診療分より、健
康保険の自己負担分を助成す
る、小児医療費助成制度を拡
充しました。保護者の経済的
負担を減らし、児童の健康の
増進を図る健全な育成を支援
するため実施している制度で
す（※他の公費負担制度、高
額療養費や育成医療、健康保
険組合からの付加給付等の医
療費給付制度が優先となり、
それらの制度の適用後、保険
診療についての残額がこの制
度の給付の対象となります）。

従来、年齢制限と所得制限
がある制度でしたが、更なる子育て支援の充
実を図るため、2023年（令和５年）４月から中
学３年生までだった対象年齢が18歳まで引き
上げられ、これまで設けていた所得制限も撤

廃されました。これによって、医療費は2023
年度（令和５年度）４月診療分より、０歳から
18歳に達した日以降の最初の３月31日まで助
成されることとなりました。

小児医療費助成事業の変遷

施行日 所得制限 対象年齢

平成７年10月１日 あり ０歳から満３歳に達した日以後最初の３月31日までにある者

平成14年５月１日 あり ０歳から満４歳に達した日以後最初の３月31日までにある者

平成15年５月１日 あり ０歳から満５歳に達した日以後最初の３月31日までにある者

平成16年10月１日 あり ０歳から満６歳に達した日以後最初の３月31日までにある者

平成22年７月１日 あり ０歳から満７歳に達した日以後最初の３月31日までにある者

平成26年７月１日 あり ０歳から満９歳に達した日以後最初の３月31日までにある者

平成27年10月１日 あり ０歳から満12歳に達した日以後最初の３月31日までにある者

令和元年10月１日 あり ０歳から満15歳に達した日以後最初の３月31日までにある者

令和５年４月１日 なし ０歳から満18歳に達した日以後最初の３月31日までにある者

2023年度（令和５年度）
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小坪２丁目県有地の活用に向けた検討

■経緯
小坪２丁目県有地とは、1982年（昭和57年）

８月に逗子市が神奈川県に対して県営住宅建
設の要請を行い、1984年（昭和59年）５月に神
奈川県が購入した土地です（所在地：逗子市小
坪２-1042- １　面積：23,646㎡）。

1985年（昭和60年）から地域住民などにより
県営住宅建設に対して反対運動が起こり、そ
の結果、神奈川県は2000年（平成12年）に住宅
建設を取りやめ、当該地の用途を廃止しまし
た。その後は、神奈川県の普通財産として管
理されてきました。
■方針転換への契機

その後、神奈川県からのたび重なる当該地
の活用意向の確認に対し、本市として行政目
的での活用の予定がなく、取得の意向はない
旨を回答してきましたが、2023年（令和５年）
３月に神奈川県から逗子市に対して当該地の
民間売却の意向が伝えられ、神奈川県の動向
が地域住民に伝わると、地域住民などにより
民間への売却方針の再考を求めて神奈川県知
事に要望書と署名（累計10,211筆）が提出され
ました。

逗子市では、この間寄せられた民意を踏ま
え、当該地が一定の目的の下で市の課題解決
につながる活用の可能性があると考え、同年
８月に市長が神奈川県副知事と面談し、当該
地に係る市の意向を次のとおり伝えました。

①  当該地について逗子市が活用に向けた検討
を行いたいこと。

②  検討のための時間的な猶予をいただき、こ
の間は従来どおり神奈川県に管理をお願い
すること。
これに対して神奈川県からは、「市の意向は

受け止める。令和５年度末までに検討を終え
てほしい。」との回答がありました。
■活用に向けた検討

逗子市では、説明会の開催や市民から提案
を募集するなど活用に向けた検討を進めた結
果、遊具などの整備を行わず、広く開けた土
地を最大限生かして災害時に柔軟に対応でき
る公園として当該地を活用する前提で取得す
る考え方を示すと同時に、地域住民を含む市
民や市議会への説明を行いました。

当該地を公園として整備する市の方針に対
し、市民及び市議会からは大きな異論がなかっ
たことから、令和６年度予算に当該地の公園
設計等検討費用を計上して整備計画案の策定
を進めるとともに、神奈川県と当該地取得に
向けた協議を開始
し た と こ ろ で す

（令和７年度当該
地取得及び公園整
備開始予定）。

2023年度（令和５年度）～
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令和６年能登半島地震の発生とその支援

１　地震の概要
2024年（令和６年）１月１日（月）16時10分、

石川県能登地方を震源とする令和６年能登半
島地震（マグニチュード7.6、最大震度７）が発
生し、北陸地方を中心に広い範囲で強い揺れ
を観測しました。また、この地震によって日
本海沿岸では津波が発生し、石川県珠洲市や
能登町で４ｍ以上の津波浸水高を観測し、甚
大な被害が発生しました。

また、石川県輪島市河井町では建物約240棟、
焼失面積49,000平方メートルに及ぶ大規模火
災が発生しました。
２　逗子市消防本部の対応

１月８日（月）８時00分、神奈川県が消防庁
長官から緊急消防援助隊神奈川県大隊出動の
指示を受けたことにより、消防本部は翌１月
９日（火）、消火小隊１隊５名及び後方支援小
隊１隊２名の計２隊７名を派遣しました。

９日朝、第１次派遣隊は神奈川県消防学校
に集結し、神奈川県知事の激励を受けた後、
県内消防本部78隊283名とともに被災地に向け

出動しました。
翌10日（ 水 ）、 神 奈

川県大隊の活動拠点で
ある能登町の柳田植物
公園に到着し、宿営地
の設営や情報整理を行
いました。

翌11日（ 木 ）以 降 か
ら本格的な活動が開始
され、輪島市内を中心
に土砂災害現場や大規
模火災現場での活動に
あたりました。

被災地では、震度５
程度の余震に加え、日
本海側特有の強風や降
雪等によって活動は困

難を極めました
が、要救助者の
検索活動を始め、
道路啓開や孤立
集落の状況調査
等を実施し、全
隊員が無事に任
務を終えました。

こ の 震 災 で、
消防本部は１月
９日から１月26
日までの18日間
で、第１次から
第５次派遣隊まで延べ30名を被災地へ派遣す
るとともに、第４次派遣隊には、本市で初め
てとなる女性隊員の活躍がありました。

なお、本市の緊急消防援助隊派遣について
は、2011年（平成23年）３月の東日本大震災（３
月11日～20日、第１次～第３次派遣延べ15名）
及び2021年（令和３年）７月の静岡県熱海市土
石流災害（７月６日～12日、第２次～第４次派
遣延べ20名）に次ぎ、緊急消防援助隊が2004
年（平成16年）に制度化されてからは３度目の
派遣となりました。
３　被災地への応援職員派遣状況

総務省は、2024年（令和６年）１月４日付け
で「応急対策職員派遣制度」に基づき、神奈川
県を石川県羽咋郡志賀町の「対口支援団体」に
決定しました。それを受けて、神奈川県及び
県内市町村による一体的な応援職員として、
本市職員を派遣することとなりました。１月
19日から３月28日まで、順次交代で延べ10名
の事務職及び保健師が派遣され、避難所運営
支援や罹災証明事務等に携わりました。また、
６月から９月にかけては、応援派遣として石
川県珠洲市及び鳳珠郡能登町へ延べ７名の職
員を派遣し、被災地のニーズに応じた業務を
行いました。

2023年度（令和５年度）～
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高橋睦郎さん文化勲章受章記念講演会・
市民栄誉賞贈呈式

2024年度（令和６年
度）文化勲章を受章し
た逗子市在住の詩人、
高橋睦郎さんの記念
講演会を、2025年（令
和７年）２月２日（日）

に逗子文化プラザなぎさホールで開催しまし
た。500名分の座席は予約で満席となり、当日
は雨天にもかかわらず多くの方が会場に駆け
つけました。能管奏者の市川太祐さんによる
演奏とともに高橋睦郎さんご本人が詩の朗読
を行い、続けて「逗子に住んで～こしかたゆく
すえ～」をテーマとしてご講演いただきまし
た。講演の後半では皆さんからの質疑にユー
モアを交えて答え、高橋さんの人生観と気さ
くなお人柄に触れるひと時となりました。

また、講演会の後には、高橋さんの文化勲
章受章をはじめとする数多くの功績とこれま
での活躍により、多くの市民に夢や希望を与
えた栄誉を称えるため、2010年（平成22年）の
岡田武史さん（元サッカー日本代表監督）以来
二人目となる逗子市民栄誉賞の贈呈式を開催

しました。高橋さんは贈呈式でのご挨拶で「（市
民栄誉賞を受賞して）今後の私は、市や市民の
皆さんにとって、名誉となる行動をとらなけ
ればなりません。しかし、文芸や詩歌は、時
に悪夢や絶望を与えることも重要な役割の一
つで、不名誉なこと無しには成立しません。
私がどこかで不名誉な行動をしていても、ど
うかお心広く、見て見ぬふりをしてくだされ
ば幸いです。」と話され、会場が笑顔に包まれ
ました。

2024年度（令和６年度）
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第３部

池子米軍家族
住宅地区の動き

About Ikego





池子の森自然公園の開園

2013年（平成25年）３月に策定した「（仮称）
池子の森自然公園基本計画」に基づき、2014年

（平成26年）６月から翌年にかけて自然環境調
査を実施しました。その後、自然環境調査の
結果や、米軍、関係機関等との調整結果を踏
まえ、基本計画からの一部変更を経て公園整
備を行いました。

2015年（平成27年）１月31日に池子の森自然
公園の開園式典を開催し、同年２月１日にス
ポーツエリアを開園、１年後の2016年（平成
28年）３月19日に緑地エリアを開園しました。

■スポーツエリア
池子の森自然公園内のスポーツエリアは有

料の運動施設として陸上競技に使用できる400
ｍトラック、野球場（大・小）及びテニスコー
トがあります。

2024年（令和６年）１月の第71回逗子市内一
周駅伝競走大会からは、スタート地点及びコー
スの一部として利用されています。

■緑地エリア
緑地エリアは、約70年間人の手が入らず貴

重な自然が残されていたため、2014年（平成
26年）６月から約１年をかけて自然環境調査を
実施しました。調査の結果、ユビナガコウモ
リやシュレーゲルアオガエルなどの希少種を
含む多くの動植物が確認されたため、その豊
かな自然環境を後
世に残すべく、一
度 に 多 く の 人 が
入 る こ と で 動 植
物 の 生 息 を 脅 か
す こ と が な い よ
う、土曜日、日曜
日、祝日に限定し
て、2016年（ 平 成
28年）３月19日に
開園しました。

開 園 に 際 し て
は、一部立入制限
区域を設け、動植
物の採取、外来種
の持ち込み、火気
の使用の禁止など
の、池子の森自然公園独自のルールを設けま
した。

さらに、来園者のマナー違反を防止するた
め、市民が公園内を見回る「見守りサポーター」
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を公募し、ボランティアとして公園内のルー
ルの啓発を行っています。

2017年（平成29年）４月には、緑地エリア入
口にビジターセンターを開設し、池子の森自

然 公 園 の 動 植 物
の 紹 介 や、 メ ダ
カ、 ホ タ ル の 生
体 標 本、 資 料 等
の 展 示、 池 子 の
森 の 歴 史 の 紹 介

などを行い、来訪者に池子の森自然公園を知っ
てもらうとともに、公園を快適に利用してい
ただけるよう取り組みを進めました。

また、2022年（令和４年）４月からは、自然
環境への影響などを検証する試行を経て、水
曜日も開園日として利用者の利便性向上を図

り、現在に至っています。
今後も、自然環境と利用者の快適な公園利

用のバランスを保ちながら、市として池子の
森自然公園を維持管理してまいります。

90

第３部 池子米軍家族住宅地区の動き

Zushi City 70th Anniversary



逗葉地域医療センター・逗子市保健センター
進入路の返還

池子住宅地区及び海軍補助施設として米軍
に提供している区域の一部であるこの道路は、
2001年（平成13年）４月1日に開設した逗葉地
域医療センター・逗子市保健センターへの進
入路として整備したもので、日米での共同使
用が認められており、市が市道（逗子市道池子
133号、134号）として維持管理をしてきました。

逗葉地域医療センター・逗子市保健センター
への進入路の安定した通行を確保するために、
翌2002年（平成14年）５月に当時の横浜防衛施
設局及び関東財務局へ一部返還の申請書を提
出しました。その申請から20年後の2022年（令
和４年）12月14日に開催された日米合同委員会
において、日米両国政府によりこの進入路が
返還されることが合意されました。

その後、2024年（令和６年）８月29日に開催
された日米合同委員会において、2024年（令和
６年）11月30日までに、米側から日本に返還さ
れることが日米両国政府により正式に合意さ
れました。

2024年（令和６年）11月29日には、南関東防

衛局長から市に対し、11月30日に米側から進
入路が返還される旨の通知が手渡され、翌12
月１日に、逗葉地域医療センター・逗子市保
健センターへの進入路が国から本市に譲与さ
れました。

市としては、1978年（昭和53年）12月のマイ
クロ通信施設（第一運動公園隣接地、約0.13ha）
以来の46年ぶりの４か所目の返還となりまし
た。

2024年（令和６年）11月29日　
南関東防衛局　末富 理栄局長から通知を受け取る桐ケ谷市長

逗葉地域医療センター・逗子市保健センターへの進入路
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米海軍イケゴ小学校と逗子小学校の親善交流

2023年（令和５年）10月19日に、池子住宅地
区にある米海軍イケゴ小学校２・３年生と逗
子小学校２年生が親善交流を行いました。

逗子小学校の児童は、校外学習の一環とし
て実施しました。

当日朝９時ごろ、逗子小学校２年生約120名
が京急神武寺駅米軍専用改札口から米軍池子
住宅地区内に入り、米軍の案内のもと、地区
内を10分ほど歩き、米海軍イケゴ小学校に到
着し、２・３年生約70名の出迎えを受けました。

両校児童がそれぞれ６つのグループに分か
れ、校内見学ツアー、カードゲーム、ダンス、
工作など約３時間にわたって交流を行いまし
た。途中、ランチルームで昼食をともにしま
した。

この親善交流は、米海軍イケゴ小学校の先
生と逗子小学校の先生が知り合ったことが
きっかけで交流するに至りました。このよう
な小学校同士の交流は、2014年（平成26年）に
米海軍イケゴ小学校が本格開校してから初め
ての試みとなります。

2024年（令和６年）２月28日に、今度は、逗

子小学校に米海軍イケゴ小学校の児童を招き、
当小学校の２年生と米海軍イケゴ小学校の２・
３年生が親善交流を行いました。当日は、グ
ループごとに分かれて学校内探検、親睦を深
めるための遊び等を行いました。

翌年度の2024年（令和６年）10月18日には、
逗子小学校２年生が米海軍イケゴ小学校を訪
問し交流を行っており、小学校同士の親善交
流が続けられています。

2023年（令和５年）10月19日
米海軍イケゴ小学校での親善交流
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池子米軍家族住宅地区の主なできごと

2015年（平成27年）
1月 31日 池子の森自然公園開園記念式典

2月 1日 池子の森自然公園開園（スポーツエリア）

6月 30日 池子の森自然公園環境調査完了

11月 14日 緑地エリアオープンデーに353人が来場

11月 14日 防衛省南関東防衛局主催「日米交流スポーツフェスタin逗子」を池子の森自然公園400m
トラックで開催。市民と池子住宅地区から230人が参加

2016年（平成28年）
3月 19日 池子の森自然公園開園（緑地エリア）

5月 14日 第20回イケゴフレンドシップデーが池子の森自然公園400ｍトラックで開催。
約3,700人が来場

5月 25日 「チャレンジデー」に池子住宅地区から665人が参加

6月 18日 田越川清掃に米軍関係者110人が参加

10月 7日 久木中・小学校共同運動場で実施された草刈ボランティアに初めて米軍関係者
35人が参加

12月 1日 有料駐車場使用開始（70台）

2017年（平成29年）
2月 29日 池子の森自然公園施設整備年次計画策定

3月 18日 市民協研修会「池子の森の歴史－接収前の池子の森の暮らし－」開催

4月 1日 池子の森自然公園緑地エリアビジターセンターの供用開始

4月 1日 池子の森自然公園緑地エリア久木側出入口の供用開始

4月 29日 第21回イケゴフレンドシップデーが池子の森自然公園400ｍトラックで開催。これまで
最高の8,680人が来場

5月 31日 「チャレンジデー」に池子住宅地区から485人が参加

6月 10日 田越川清掃に米軍関係者75人が参加

9月 3日 逗子海水浴場の海の家において、米軍人による傷害事件発生

12月 9日 久木小学校で実施された側溝清掃ボランティアに初めて米軍関係者16人が参加
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2018年（平成30年）
1月 14日 逗子市内一周駅伝競走大会に米海軍チームがオープン参加

4月 29日 第22回イケゴフレンドシップデーが池子の森自然公園400ｍトラックで開催。
5,300人が来場

6月 2日 田越川清掃に米軍関係者15人が参加

6月 6日 池子の森自然公園緑地エリア内で爆発の危険性はない弾殻が発見され、一時、公園へ
の立ち入りが禁止された。

10月 26日 逗子アートフェスティバル「池子の森音楽祭」に米海軍第七艦隊音楽隊が出演

11月 14日 日米合同委員会で逗子市域に生活環境の向上のため、生活支援施設、運動施設、
修繕用作業所及び消防署を整備することが合意された。

12月 1日 久木小学校側溝清掃に米軍関係者８人が参加

2019年（平成31年・令和元年）
3月 23日 初めて、フレンドリー・トラック・ミート（陸上競技会）が池子の森自然公園400ｍトラッ

クで開催。横須賀基地ミドルスクール（約80人）と市内の４中学校の生徒（約40人）が参加

4月 28日 第23回イケゴフレンドシップデーが池子住宅地区内で開催。京浜急行神武寺駅改札口
からの入退場を可能とした。

6月 2日 田越川清掃に米軍関係者５人が参加

6月 25日 共同使用期間が延長となる。（2022年６月25日までの３年間）

8月 31日 海岸清掃に米軍関係者20人が参加

9月 1日 泥酔した米軍人が、新宿１丁目レストラン駐車場に駐車していた他人の自家用車の
窓ガラスを割るなどし、公務執行妨害により現行犯逮捕された。

10月 26日 逗子アートフェスティバル「池子の森音楽祭」に米海軍第七艦隊音楽隊が出演

11月 25日 共同使用公園の管理運営のための覚書及び共同使用公園運営指針の期間が延長となる。
（2022年６月25日までの間）

2020年（令和２年）
3月 28日 池子住宅地区に居住する米軍人２名が新型コロナウイルス感染症に感染したとの連絡

が外務省及び米海軍横須賀基地から入った。

10月 24日 逗子アートフェスティバル「池子の森音楽祭」に米海軍第七艦隊音楽隊が出演

11月 27日 消防署整備工事の市条例の適用について、南関東防衛局長から文書で照会された。
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2021年（令和３年）
2月 17日 在日米海軍横須賀基地ジャレット司令官と新型コロナウイルス関連に係る情報交換を

初めてオンライン会議で実施した。

9月 1日 池子の森自然公園緑地エリアを試行的に９月から毎週水曜日を平日開園した。
その後、試行期間３ヶ月を令和４年３月まで延長した。

11月 17日 逗子海岸清掃活動に米軍関係者25人が参加

12月 18日 久木小学校側溝清掃に米軍関係者14人が参加

2022年（令和４年）
1月 7日 在日米海軍横須賀基地ジャレット司令官と新型コロナウイルス関連に係る会議を

オンラインで実施し、要請と情報交換を行った。

3月 2日 大規模災害が発生した場合の広域応援活動拠点に、運動施設の一部を指定することが
米軍から認められた。

4月 1日 米海軍横須賀基地池子支所主催のキッチンカーイベントが池子の森自然公園
400ｍトラック入口前で初めて開催され、逗子市民も来場した。

4月 6日 池子の森自然公園緑地エリア平日（水曜日）開園開始

5月 28日 田越川清掃に米軍関係者２人が参加

6月 25日 共同使用期間が延長となる（2025年６月25日までの３年間）。同時に、管理運営のため
の覚書及び共同使用公園運営指針も延長となった。

7月 9日 新宿２丁目で米軍人による傷害事件が発生した。

11月 6日 逗子市民まつりが初めて池子の森自然公園400ｍトラックで開催。米海軍第七艦隊音楽
隊が出演。在日米海軍司令部消防隊車両も展示。米軍関係者も多数来場

11月 14日 修繕作業所及び生活支援施設整備工事に関する、まちづくり条例及び景観条例などの
適用に対する照会文書が提出された。

12月 10日 久木小学校側溝清掃に米軍関係者８人が参加

12月 14日 日米合同委員会において、逗葉地域医療センター・逗子市保健センターへの進入路が
日米両国政府により返還されることが合意された。

12月 24日 逗子市主催「正月飾りづくり」のイベントが池子の森自然公園で開催され、
米軍関係者約30人が参加

2023年（令和５年）
3月 30日 利用者の生命、安全に関わる設備の整備が完了したので、池子の森自然公園施設整備

年次計画の取り組みを終了する。

5月 14日 池子小学校で実施された側溝清掃ボランティアに初めて米軍関係者25人が参加

6月 6日 生活支援施設整備工事に関する、まちづくり条例及び景観条例などの適用に対する
照会文書が提出された。
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10月 19日 逗子小学校２年生が米海軍イケゴ小学校２・３年生を訪問し、親善交流を行った。
2014年に米海軍イケゴ小学校が本格開校して初めての交流となった。

10月 22日 逗子市民まつりが池子の森自然公園400ｍトラックで開催。米海軍第七艦隊音楽隊が出
演、ハンバーガーやＴシャツ等の物販、在日米海軍司令部消防隊車両も展示された。
米軍関係者も多数来場

10月 30日 仮設食堂新建設工事に関する、まちづくり条例及び景観条例などの適用に対する照会
文書が提出された。

12月 9日 久木小学校側溝清掃に米軍関係者約40人が参加

2024年（令和６年）
2月 28日 逗子小学校２年生が米海軍イケゴ小学校２・３年生を招待し、親善交流を行った。

4月 12日 逗葉地域医療センター付近の池子川が白濁しているとの連絡があり、市が採水した白
濁水を県が分析、有害物質についての調査結果は基準値未満であった。米軍も別途調
査を行う。

4月 21日 逗子市市制70周年記念式典に米海軍横須賀基地司令官、池子支所長、スタッフが招待
参加

5月 11日 桜山において米軍人による当て逃げ事故が発生した。

5月 12日 池子小学校側溝清掃に米軍関係者18人が参加

5月 25日 田越川清掃に米軍関係者32人が参加

8月 29日 日米合同委員会が開催され、日米両国政府により、逗葉地域医療センター・逗子市保
健センターへの進入路が11月30日までに返還されることが正式に合意された。

10月 18日 逗子小学校２年生（約120人）が米海軍イケゴ小学校２・３・４年生（約100人）を訪問し、
交流授業を行った。

10月 19日 小坪小学校側溝清掃に米軍関係者15人が参加

10月 20日 逗子市民まつりが池子の森自然公園400ｍトラックで開催。ハンバーガーやＴシャツ等
の物販、在日米海軍司令部消防隊車両も展示された。

10月 31日 イケゴヒルズの夕刻のハロウィンイベントに、久木小学校から19人が招待参加

11月 29日 南関東防衛局長より逗葉地域医療センター・逗子市保健センターへの進入路が11月30
日に米側から国へ返還される旨通知された。

12月 1日 逗葉地域医療センター・逗子市保健センターへの進入路が国から逗子市に譲与された。

1月 25日 久木小学校側溝清掃に米軍関係者26人が参加
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第４部

年表 2015－2024
Timeline





2015年度（平成27年度）
4. 1 逗子市総合計画基本構想（2015−2038）、前期実施計画（2015−2022）スタート
4. 1 沼間小学校区、小坪小学校区コミュニティセンターオープン　図書館沼間・小坪分室業務開始
4. 1 ごかんのいえが小規模保育事業として開所
4. 11 小坪小学校区住民自治協議会設立
4. 12 神奈川県知事選挙　当日有権者数49,175人、投票者数20,588人、投票率41.87％
4. 15 市制記念日表彰（地域社会功労２団体・４人、自治功労２人）
5. 27 自治体同士が参加率を競うスポーツイベント「チャレンジデー」（対戦相手：広島県三次市）
5. 29 第58回逗子海岸花火大会
6. 10 景観読本『まちなみデザイン逗子』が都市景観大賞「景観教育・普及啓発部門」で優秀賞を受賞
6. 20 ずし環境フェスティバル（６月20、21日）
6. 26 逗子海水浴場海開き式（８月30日まで）　

同年、逗子海岸保全活用事業として「ワッショイ！逗子海岸」「逗子ビーチスプラッシュウォーター
パーク」「NIGHT WAVE－光の波プロジェクト－」開始

7. 10 津波避難訓練
8. 2 逗子文化プラザホール開館10周年記念ホールオープンデー
8. 27 ずし平和デー（８月31日まで　会場：逗子文化プラザホール）
9. 26 逗子市総合防災訓練
9. 30 青少年会館、療育教育総合センターへの転用のため廃止

10. 1 家庭ごみ処理有料化スタート
10. 1 逗子アートフェスティバル2015（11月30日まで）
10. 5 住民登録をしている市民全員にマイナンバーの通知を開始　１月以降マイナンバーカード交付へ
10. 18 第39回逗子市民まつり（会場：第一運動公園）
11. 1 第65回逗子市文化祭（11月８日まで）
11. 14 スポーツの祭典2015（会場：逗子アリーナ、第一運動公園）
11. 14 池子の森自然公園緑地エリアオープンデー　一日限定で開放

1. 10 第63回逗子市内一周駅伝競走大会
1. 11 二十歳を祝う成人の集い（参加者/対象数：385人/487人）
3. 19 池子の森自然公園緑地エリア開園（土日休日）
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2016年度（平成28年度）
4. 1 都市計画税の税率、0.3％から0.2％へ引き下げ　
4. 1 旧保健センター跡地（桜山６丁目）に逗子なないろ保育園開所
4. 15 市制記念日表彰（地域社会功労２団体・４人、自治功労３人、技能功労者１人、優秀技能者４人）
4. 15 逗子市フェアトレードタウン宣言
4. 17 池子小学校区住民自治協議会設立
5. 25 チャレンジデー2016（対戦相手：沖縄県豊見城市）
6. 3 第59回逗子海岸花火大会
6. 11 ずし環境フェスティバル（６月11、12日）
6. 24 逗子海水浴場海開き式（８月28日まで）
7. 10 参議院議員選挙　当日有権者数50,895人、選挙区：投票者数31,019人、投票率60.95％　

比例代表：投票者数31,018人、投票率60.95％
7. 15 津波避難訓練
7. 16 逗子市が全国で３番目のフェアトレードタウンに認定
8. 18 ずし平和デー（８月22日まで　会場：逗子文化プラザホール）
9. 1 市民の健康増進に取り組む「ウォーキングポイントラリー」開始
9. 23 小坪５丁目で崖崩れ、小坪海岸トンネル通行止めに

10. 1 路上喫煙等の防止に関する条例施行
10. 1 逗子市総合防災訓練
10. 4 総合的病院公募開始（11月８日まで）　選考の結果、医療法人社団葵会に決定し

2020年度開院を目指すことに
10. 8 逗子アートフェスティバル（11月６日まで、11月19日から27日まで）
10. 8 NIGHT WAVE ～光の波プロジェクト～ in ZUSHI（10月10日まで）
10. 12 第66回逗子市文化祭（11月６日まで）
10. 16 第40回逗子市民まつり（会場：第一運動公園）
10. 21 ㈱スズキヤと大規模災害時における食料品等の供給に関する協定を締結
11. 1 神武寺トンネル拡幅工事着工（平成30年３月30日まで）
11. 12 スポーツの祭典2016（会場：逗子アリーナ、第一運動公園、池子の森自然公園）
12. 12 療育教育総合センターオープン　こども発達支援センター、教育研究相談センター業務開始
12. 21 市庁舎ロビーに未病センター開設　市民の健康を見える化

1. 8 第64回逗子市内一周駅伝競走大会　神武寺トンネル工事でコース変更
1. 9 二十歳を祝う成人の集い（参加者/対象数：407人/499人）
2. 29 池子の森自然公園施設整備年次計画策定
3. 1 広報ずし３月号、昭和27年５月創刊の「逗子広報」から数えて900号に
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2017年度（平成29年度）
4. 1 証明書などの発行手数料を200円から300円に値上げ
4. 1 機構改革　こどもセクションの教育委員会への設置、新たな行政ニーズへの対応、

組織のスリム化による効率的な行政運営を目指す
4. 1 池子の森自然公園緑地エリアビジターセンター、久木側出入口供用開始
4. 1 あにえるち保育室が家庭的保育事業として開所
4. 1 しらかば逗子乳児保育園（小規模保育事業）開所
4. 15 市制記念日表彰（地域社会功労１団体・２人）
4. 16 久木小学校区住民自治協議会設立
5. 26 第60回逗子海岸花火大会
5. 31 チャレンジデー2017（対戦相手：秋田県能代市）
6. 10 ずし環境フェスティバル（６月10、11日）
6. 27 逗子市緊急財政対策本部を設置、10月から財政対策プログラム実施（令和元年度まで）
6. 30 逗子海水浴場海開き式（９月３日まで）　海の家の営業時間が午後６時半から午後８時まで延長
7. 22 津波避難訓練
8. 20 ずし平和デー（８月28日まで　会場：逗子文化プラザホール）
9. 30 逗子市総合防災訓練

10. 1 逗葉地域医療センターに逗葉地域住宅医療・介護連携相談室を開設
10. 7 逗子アートフェスティバル（11月26日まで）
10. 7 NIGHT WAVE ～光の波プロジェクト～ in ZUSHI（10月９日まで）
10. 15 第41回逗子市民まつり（会場：第一運動公園）
10. 21 第67回逗子市文化祭（11月６日まで）
10. 22 衆議院議員選挙　小選挙区・比例代表：当日有権者数50,923人、投票者数30,207人、

投票率59.32％
11. 7 津波避難訓練（市内一斉）
11. 11 スポーツの祭典2017（会場：逗子アリーナ、第一運動公園、池子の森自然公園）
11. 28 医療法人社団葵会と病院の開設及び運営に関する覚書を締結
12. 1 まちの記憶を共有することを目的に、市ホームページ上に

写真ギャラリー「逗子フォト」を開設
12. 18 ㈱誠行社から消防ドローンを受贈

1. 8 二十歳を祝う成人の集い（参加者/対象数：390人/533人）
1. 14 第65回逗子市内一周駅伝競走大会
1. 15 横浜地裁横須賀支部、逗子ストーカー事件個人情報漏洩で市の過失を認定、110万円の賠償命令
2. 23 持田遺跡（桜山５丁目）出土の石製装身具及び玉作関係資料を市重要文化財に指定
3. 1 特定非営利活動法人湘南海上安全協会と「災害時における救助救援等の協力に関する覚書」を締結
3. 25 市議会議員選挙　当日有権者数50,261人、投票者数25,043人、投票率49.83％
3. 30 市道沼間５号神武寺トンネルの拡幅工事しゅん工、記念式典を開催し供用開始
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2018年度（平成30年度）
4. 1 葉山町の可燃ごみ処理受託、市のし尿・浄化槽汚泥処理の葉山町委託を開始
4. 15 市制記念日表彰（地域社会功労４人、自治功労１人、特別功労１人）
6. 1 第61回逗子海岸花火大会
6. 9 ずし環境フェスティバル（６月９、10日）
6. 29 逗子海水浴場海開き式（９月２日まで）
7. 1 東京2020オリンピック　セーリング・スペイン代表の

事前キャンプ地に逗子市が決定
7. 21 津波避難訓練
8. 2 県が医療法人社団葵会に総合的病院の開設を許可
8. 3 ずし平和デー（８月18日、23日～27日　会場：逗子文化プラザホール・市民交流センター）
8. 27 市シティプロモーションサイト リニューアルオープン
9. 18 市、スペイン王立セーリング連盟、㈱リビエラの３者で東京五輪事前キャンプに関する協定締結

10. 12 逗子アートフェスティバル（10月28日まで）
10. 12 石原良純さん、三浦豪太さん、山田姉妹（山田華さん、山田麗さん）を市広報大使に任命
10. 13 NIGHT WAVE ～光の波プロジェクト～ in ZUSHI
10. 21 第42回逗子市民まつり＆スポーツの祭典（会場：第一運動公園、逗子アリーナ）
10. 26 第68回逗子市文化祭（11月12日まで）
11. 6 津波避難訓練（市内一斉）
11. 14 日米合同委員会で、米海軍池子住宅地区逗子市域に生活支援施設、運動施設、消防署等を

整備することが合意
12. 8 ふれあいフェスinずし（会場：市民交流センター、逗子小学校）
12. 16 市長選挙　桐ケ谷覚初当選　当日有権者数50,152人、投票者数23,800人、投票率47.46％

1. 13 第66回逗子市内一周駅伝競走大会
1. 14 二十歳を祝う成人の集い（参加者/対象数：399人/539人）
3. 21 JR横須賀線山の根踏切で人身事故
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2019年度（平成31・令和元年度）
4. 1 広報ずしをリニューアル　書体や文字組みを変更、よみやすさに配慮したデザインに刷新
4. 1 第２あにえるち保育園（小規模保育事業）開所
4. 1 逗子幼稚園が認定こども園（幼稚園型）へ移行
4. 7 神奈川県知事・神奈川県議会議員選挙　当日有権者数50,016人、投票者数14,735人、

投票率29.46％　県議選は無投票
4. 15 市制記念日表彰（地域社会功労２人、特別功労２人）
4. 25 平成31年度全国広報コンクール広報企画部門において「逗子フォト」の取り組みが入選
4. 25 空き家バンクを開設
5. 1 元号が平成から令和に
5. 11 亀岡八幡宮社殿が改築100年、節目を祝う神輿や囃子演奏
5. 21 新宿５丁目の市道及び道の駅「逗子海岸ロードオアシス」裏で土砂崩れ発生
6. 1 ずし環境フェスティバル（６月９日まで）
6. 28 逗子海水浴場海開き式（９月１日まで）
7. 1 市の全ての施設で施設内・敷地内禁煙に
7. 20 津波避難訓練
7. 21 参議院議員選挙　当日有権者数50,599人、選挙区・比例代表：投票者数27,348人、投票率54.05％
8. 12 スペインセーリングチームと市民の交流会（逗子アリーナ）
8. 22 ずし平和デー（８月26日まで　会場：逗子文化プラザホール・市民交流センター）
9. 8 台風15号　倒木による停電や断水、崖崩れが発生　小坪隧道が通行止
9. 22 Zushi Beach Candle 2019 NIGHT WAVE
9. 27 第62回逗子市海岸花火大会　資金難乗り越え、例年より４か月遅れで開催

10. 1 小児医療費助成事業の対象年齢を中学校３年生まで拡大
10. 1 有志の寄贈により図書返却用ブックポストが市庁舎前に復活
10. 5 逗子市総合防災訓練
10. 12 台風19号　高潮で国道134号線が一時通行止め　避難者多数
10. 14 ごかんのいえ（小規模保育事業）が新宿４丁目に移転
10. 18 逗子アートフェスティバル2019（10月27日まで）
10. 20 第43回逗子市民まつり＆スポーツの祭典（会場：第一運動公園、逗子アリーナ）
10. 25 起業促進及び企業誘致を目指す「platform ZUSHI BIZ」設置（令和６年７月31日終了）
10. 25 第69回逗子市文化祭（11月11日まで）
11. 5 津波避難訓練（市内一斉）
11. 22 鎌倉の世界遺産登録に係る神奈川県・横浜市・鎌倉市・逗子市による

推薦書案作成に関する活動の一時休止を発表
12. 7 ふれあいフェスinずし2019（会場：逗子アリーナ）

1. 12 第67回逗子市内一周駅伝競走大会
1. 13 二十歳を祝う成人の集い（参加者/対象数：378人/535人）
2. 3 新型コロナウイルス感染拡大を受け市立小中学校が休校（２月３日～25日）　

市民交流センターなど40施設を臨時休館
2. 5 池子２丁目マンション敷地内斜面が崩落、通行中の女性が巻き込まれる
3. 14 創立120周年の京急、６駅名を変更　新逗子駅は逗子・葉山駅に
3. 31 蘆花記念公園内の郷土資料館が閉館
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2020年度（令和２年度）
4. 1 葉山町の容器包装プラスチック処理受託開始
4. 1 パートナーシップ宣誓制度を開始
4. 1 福祉に関する総合相談窓口を開設（社会福祉課地域共生係基幹型地域包括支援センター）
4. 7 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、緊急事態宣言が発出（５月25日解除）

市立小中学校を４月８日から５月６日まで臨時休業
4. 15 市制記念日表彰（地域社会功労１団体・５人、自治功労４人）
4. 24 小坪４丁目の海浜地で土砂崩れ、散歩中の男性が巻き添え
5. 1 新型コロナウイルス感染症対策担当窓口を設置
5. 8 国の緊急事態宣言延長（５月４日発表）を受け、市立小中学校の一斉臨時休業を５月31日まで延長

市主催のイベント等原則延期または中止、公共施設の多くを閉鎖
5. 27 新型コロナウイルス感染症に係る逗子市の取組方針策定
6. 1 新型コロナウイルスの影響により逗子市、鎌倉市、葉山町、三浦市が海水浴場の開設断念を発表
7. 1 戸田建設㈱と連携し、逗子会館でワーケーション実証実験開始（令和３年６月30日まで）
7. 1 ７月１日を「逗子市分離独立記念日」に制定
7. 1 戸田建設㈱と連携し、逗子会館でワーケーション実証実験開始（令和６年３月31日まで）
7. 15 医療法人社団葵会との間で、総合的病院誘致計画断念の合意書を締結
7. 19 道の駅「逗子海岸ロードオアシス」裏で再度土砂崩れ発生（令和元年５月崩落地点の隣接地）

10. 9 逗子アートフェスティバル2020　オンラインを活用して開催（10月25日まで）
10. 18 スポーツの祭典2020（会場：特設ホームページ（オンライン）、池子の森自然公園）
10. 24 逗子町独立70周年記念イベント
11. 10 逗子応援プレミアム付き商品券販売（プレミアム率30％）
11. 27 逗子市と民間６機関における「水難救助の協力に関する協定」を締結

1. 8 国、２度目の緊急事態宣言発出（３月21日まで）
1. 11 二十歳を祝う成人の集い（参加者/対象数：346人/528人）
3. 1 横浜市教育委員会と「図書館の相互利用に関する協定」を締結　

2021年度（令和３年度）から利用可能に
3. 11 崖地安全対策のため、一般社団法人地盤品質判定士会と防災協定締結
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2021年度（令和３年度）
4. 1 行政手続の押印見直しで約760の様式の押印を廃止
4. 1 かぐのみ保育園（小規模保育事業）開所
4. 15 市制記念日表彰（地域社会功労１団体・３人）
5. 1 新型コロナウイルスワクチン接種開始（場所：市民交流センター）
6. 13 ずし環境フェスティバル
7. 3 大雨の影響により、沼間５丁目、逗子インターチェンジ付近の高速道路用地内で土砂崩落
7. 3 静岡県熱海市土石流災害発生　緊急消防援助隊（７/ ６～12）を被災地へ派遣
7. 16 逗子海水浴場海開き式（９月５日まで）　海の家全店キャッシュレス決済導入
7. 17 津波避難訓練
7. 25 東京2020オリンピックセーリング競技（逗子沖、８月４日まで）
8. 2 新型コロナウイルス緊急事態宣言発出により逗子海水浴場、解除まで休場
8. 16 子ども議会初開催（令和２年度は新型コロナで中止）　９名の中学生が質疑
8. 20 JR横須賀線山の根踏切廃止
9. 21 池子神明社の神輿を市重要文化財に指定

10. 1 「いじめ防止基本方針」策定
10. 1 逗子応援プレミアム付き電子商品券抽選販売（プレミアム率アプリ30％、カード25％）
10. 15 逗子アートフェスティバル2021（11月14日まで、12月３日から５日まで）
10. 31 衆議院議員選挙　当日有権者数50,710人、小選挙区：投票者数32,791人、

投票率64.66％　比例代表：投票者数32,785人、投票率64.65％
11. 2 津波避難訓練（市内一斉）
12. 12 スポーツの祭典2021（会場：逗子アリーナ、第一運動公園）

1. 9 第69回逗子市内一周駅伝競走大会（２年振り開催）
1. 10 二十歳を祝う成人の集い（参加者/対象数：349人/516人）
1. 17 渡邉利三さんからの寄附10億1,000万円を原資として、

一般財団法人逗子市渡邉利三奨学金財団設立
1. 31 「チャレンジ！逗子カーボンニュートラル2050」を宣言、

2050年までに温室効果ガス排出実質ゼロへ
3. 27 市議会議員選挙　当日有権者数50,049人、投票者数26,213人、投票率52.37％
3. 30 逗子独立奉賛会（当時会長山口茂さん）、分離独立運動の沿革を記した銘板を市に寄贈
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2022年度（令和４年度）
4. 1 東逗子駅開業70周年
4. 6 池子の森自然公園緑地エリア平日（水曜日）開園開始
4. 15 市制記念日表彰（地域社会功労２団体・８人、特別功労１人、自治功労３人）
4. 27 逗子海水浴場、ブルーフラッグビーチ認証（日本で６番目） 

リビエラ逗子マリーナ、ブルーフラッグマリーナ認証（アジア初）
5. 25 逗子小学校創立150周年
6. 11 ずしグリーンライフフェス（ずし環境フェスティバルから名称変更　６月11、12日）
7. 1 逗子海水浴場海開き式（９月４日まで）
7. 10 参議院議員選挙　当日有権者数50,582人、選挙区：投票者数30,348人、

投票率60.00％　比例代表：投票者数30,345人、投票率59.99％
7. 23 津波避難訓練
8. 1 子ども議会　中学生議員６名が質疑
8. 11 ずし平和デー（８月18日～22日まで　会場：逗子文化プラザホール）
9. 21 市内中学校でボックスランチから食缶方式の温かい給食提供開始

10. 1 逗子市男女平等参画及び多様性を尊重する社会を推進する条例を施行
10. 8 逗子アートフェスティバル2022（11月25日まで）
10. 16 スポーツの祭典2022（会場：逗子アリーナ、第一運動公園）
10. 19 ㈱リビエラリゾートと災害時における支援協力に関する包括協定を締結
10. 22 NIGHT WAVE ～光の波プロジェクト～ in ZUSHI（10月22日・23日）
10. 22 第70回逗子市文化祭（11月６日まで）
10. 22 逗子市防災訓練（池子小学校地区）
10. 29 逗子市防災訓練（沼間小学校地区）
11. 5 逗子市防災訓練（小坪小学校地区）
11. 6 第44回逗子市民まつり、３年振り開催

（会場：池子の森自然公園400ｍトラック）
11. 7 津波避難訓練（市内一斉）
11. 22 水難救助用水上オートバイの運用を開始
11. 26 逗子市防災訓練（久木小学校地区）
12. 3 ふれあいフェスinずし2022（会場：逗子アリーナ）
12. 10 逗子市防災訓練（逗子小学校地区）
12. 11 市長選挙　桐ケ谷覚再選。当日有権者数49,842人、投票者数25,453人、投票率51.07％
12. 14 日米合同委員会で逗葉地域医療センターと保健センター進入路の返還を合意

1. 8 第70回逗子市内一周駅伝競走大会
1. 9 二十歳を祝うずしの集い（参加者/対象数：386人/503人）
1. 29 新型コロナウイルスワクチン集団接種会場終了
2. 13 電気自動車（EV）を導入、「公用車を活用したEVカーシェア」を開始
3. 1 住民票の写し・印鑑登録証明書・戸籍の附票の写し・戸籍証明書のコンビニ交付開始
3. 5 消防・防災フェア2023in逗子を開催
3. 8 小坪漁港が水産庁の「海業振興モデル地区」に選定
3. 30 市公式ホームページ全面リニューアル　アクセシビリティ等に配慮
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2023年度（令和５年度）
4. 1 総合計画基本構想改定、中期実施計画（2023～2029）策定
4. 1 逗子高等学校と逗葉高等学校を再編・統合し、県立逗子葉山高等学校が開校
4. 1 ４月診療分から小児医療費助成制度を拡充、18歳まで無償化
4. 1 一般財団法人逗子市渡邉利三奨学金財団が公益認定を受け、公益財団法人へ移行
4. 3 空き家ワンストップ相談窓口を開設
4. 9 神奈川県知事・神奈川県議会議員選挙　当日有権者数49,847人、投票者数16,073人、

投票率32.24％　県議選は無投票
4. 15 市制記念日表彰（地域社会功労４人・１団体、特別功労２人）
4. 18 逗子開成中学校・高等学校創立120周年記念式典
5. 20 逗子フェアトレードタウンフォーラム2023（会場：逗子文化プラザホール、市民交流センター）　
5. 26 第66回逗子海岸花火大会　４年振り開催
6. 1 市民税・県民税　課税・非課税証明書のコンビニ交付開始
6. 10 ずしグリーンライフフェス（６月10、11日）
6. 30 逗子海水浴場海開き式（９月３日まで）
7. 10 沼間愛児園建替、新園舎にて保育開始
7. 22 津波避難訓練
8. 8 小坪２丁目県有地の活用に向けた検討を開始
8. 9 学生議会　中学生３名が学生議員として質疑
8. 17 ずし平和デー（８月21日まで　会場：逗子文化プラザホール）
9. 1 ㈱誠行社から２機目となる消防ドローンを受贈

10. 7 逗子アートフェスティバル2023（10月29日まで）
10. 7 NIGHT WAVE ～光の波プロジェクト～ in ZUSHI（10月７日・８日）
10. 7 逗子市防災訓練（小坪小学校地区）
10. 14 逗子市防災訓練（池子小学校地区）
10. 15 スポーツの祭典2023（会場：逗子アリーナ、第一運動公園）
10. 22 第45回逗子市民まつり（会場：池子の森自然公園400ｍトラック）
10. 22 第71回逗子市文化祭（11月５日まで）
10. 23 空き家や古民家、歴史的建造物の利活用推進を目的に、一般社団法人全国古民家再生協会と

「空き家等対策推進協定」を締結
10. 28 逗子市防災訓練（沼間小学校地区）
11. 11 逗子市防災訓練（逗子小学校地区）
11. 26 逗子市防災訓練（久木小学校地区）
12. 9 ふれあいフェスinずし2023（会場：逗子アリーナ）

1. 1 能登半島地震発生　
緊急消防援助隊（1/9−26）、応援職員（1/19−3/28、次年度６−９月）を被災地に派遣

1. 8 二十歳を祝うずしの集い（参加者/対象数：355人/476人）
1. 14 第71回逗子市内一周駅伝競走大会　選手の安全性の向上と交通渋滞緩和を目的にコース変更
1. 24 延命寺の仏涅槃図を市重要文化財に指定
3. 3 消防・防災フェア2024in逗子
3. 6 ㈱スズキヤ、逗子市社会福祉協議会、逗子警察と地域見守り活動に関する協定を締結
3. 19 高機能消防指令システム整備事業が完了
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2024年度（令和６年度）
4. 1 沼間小学校区放課後児童クラブの新築移転、開所
4. 15 市制記念日　市制施行70周年
4. 20 長柄桜山古墳群第１号墳オープニングセレモニー
4. 21 市制70周年記念式典（会場：文化プラザなぎさホール）、

市制記念日表彰（地域社会功労５人・２団体、自治功労１人）
4. 22 ミーズ設計連合協同組合と「逗子市の公共施設整備等に関する協定」を締結
5. 17 三浦半島ブルーカーボン推進会議を設置　４市１町で結束して取り組みを加速
5. 18 逗子フェアトレードタウン・フォーラム2024　～気候危機とフェアトレード～（市民交流センター）
5. 25 小坪小学校創立150周年
5. 30 第67回逗子海岸花火大会
6. 22 ずしグリーンライフフェス（６月22、23日）
6. 28 逗子海水浴場海開き式（９月１日まで）
7. 4 津波避難訓練
8. 6 学生議会　中学生５名が学生議員として質疑
8. 15 2024ずし平和デー（８月19日まで　会場：逗子文化プラザホール）

10. 1 防災行政無線試験放送のチャイムを逗子市歌に
10. 1 市庁舎に税公金セルフ収納機を設置、入出金機オンラインシステム導入
10. 5 逗子アートフェスティバル2024（10月27日まで）
10. 10 東京ガス㈱とカーボンニュートラルのまちづくりに向けた包括連携協定を締結
10. 20 第46回逗子市民まつり（会場：池子の森自然公園400mトラック）
10. 20 スポーツの祭典2024（会場：逗子アリーナ、第一運動公園）
10. 20 小坪洞窟砲台爆発事故の遺族会が現地付近に新たな慰霊碑を建立
10. 20 逗子市防災訓練（池子小学校地区）
10. 23 神武寺の木造十一面観音菩薩坐像を市重要文化財に指定
10. 25 第72回逗子市文化祭（11月10日まで）
10. 26 逗子市防災訓練（沼間小学校地区）
10. 27 衆議院議員選挙　当日有権者数49,680人、小選挙区：投票者数29,730人、投票率59.84％　

比例代表：投票者数29,733人、投票率59.85％
11. 2 NIGHT WAVE ～光の波プロジェクト～ in ZUSHI（11月２日荒天中止・３日）
11. 3 詩人高橋睦郎さん文化勲章を受章
11. 5 津波避難訓練（市内一斉）
11. 9 逗子市防災訓練（逗子小学校地区）
11. 17 逗子市防災訓練（久木小学校地区）
12. 1 11月30日付けで米側から国に返還された逗葉地域医療センター・

逗子市保健センター進入路を国が市に譲与
12. 7 ふれあいフェスinずし2024（会場：逗子アリーナ）
12. 8 逗子市防災訓練（小坪小学校地区）
12. 16 市制70周年記念オリジナルナンバープレート交付開始
12. 24 防災対策など新たな連携の枠組構築に向け、三浦半島４市１町首長連携会議（通称：ファミリーミーティング）スタート

1. 12 第72回逗子市内一周駅伝競走大会（スポーツ都市宣言40周年＆市制70周年記念）
1. 13 二十歳を祝うずしの集い（参加者/対象数：430人/501人）
1. 11 市制70周年記念・令和７年逗子市消防出初式
2. 2 高橋睦郎さんへ市民栄誉賞を贈呈、文化勲章受章記念講演会開催
3. 2 消防・防災フェア2025in逗子
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逗子市歌

市ホームページでも
聞くことができます。
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